明朝勲戚武定侯郭氏と文学 : 家譜・年譜 by 井口 千雪
　　　　
はじめに
　
本稿は明朝の勲戚、武定侯郭氏の栄枯転変と文学との関わりを論ず
るために、資料編として作成した家譜・年譜である。武定侯郭氏は、朱元璋に従い明王朝の建国を輔けて封爵された郭英を始祖とする一族で、武功を以て名をあげた者や皇室の配偶者を多々輩出し、途中停爵となった時期がありながらも明末に至るまで爵位 保持した勲戚（勲功のある外戚）である。とりわけ五代目武定侯を襲爵した郭勛は、世宗嘉靖帝の寵愛を受けて時めき、国家の機務に参与するほどの高い地位にのぼった（但し嘉靖二十一年に詔獄の内に死す） 。郭勛は武臣でありながら文学の才にも秀でていたと謂われ、 『水滸傳』 、 『三國志演義』といった小説を私刻した人物とし も知られる。その背景には一族が積み上げてきた文武の業績があったようである。
　　　　
一
　
主要史料
　
家譜・年譜作成の考定に用いたのは主に以下の四種の史料である。
　
○
 『明實錄』 （中央研究院歴史語言研究所民国五十年刊本縮編、 中文出版社、一九六二年〕／有限会社凱希メディアサービスが販売する検索システム『明實錄』 〔繁体字版〕も併用） 。
　
○『明史』 （清・張廷玉ら撰、中華書局排印本、一九七四年） 。
　
○各人の墓碑・祭文・誥券等（主として郭勛刊『毓慶勲懿集』 ） 。
　
○各人の著作・刊行物。
　
以下に主要文献を人物ごとに分類して列記する。分類の過度な細分
化を避けるとともに、家譜を作成した際の拠り所を後の研究者が辿れるよう以下のような法則を設定した。（ⅰ）家譜中、二重線で囲む人物の名を以下に項目立てる。（ⅱ）その配偶者に関する史料も同項目に含まれる。（ⅲ）
 その直近の子や孫のうち、二重線で囲まれていない人物の史料も同項目に含まれる。
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《三世祖》
郭三公

郭聚

郭山甫
○【 英神道碑】 《第一世代》

郭英
 の項に同じ。
○
 郭登撰・郭良補『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「始祖追贈陝國公營國
公傳」 （郭三公〔郭参〕伝） ・ 「二世祖追贈陝國公營國公傳」 （郭聚伝） ・「三世祖追贈陝國公營國公傳」 （郭山甫伝） 。
※
 郭三公の諱
･･･ 『毓慶勲懿集』所収版【郭英神道碑】 ・ 【郭興神道碑】は「曹
祖
三公
00
」 ・ 「祖考
三公
00
」 、郭登撰・郭良補『郭氏家傳』 「始祖追贈陝國公営
國公傳」も「 諱三公
00
」とするが、 四庫全書本【郭英神道碑】は「曹祖參
0
」
とする。ちなみに四庫全書本【郭興神道碑】は「曾祖考某」と諱を記載しない。
　　
《第一世代》
郭長君○
 郭登撰 ・ 郭良補 『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「總制公傳」 （郭長君伝） 。
郭興
　
※
 本来の名は「郭子興」であったが滁陽王郭子興と同名であったことから「郭興」と改名した（ 『明實錄』は終始「郭子興」の名を用いる） 。
○『明實錄』 。○『明史』巻一百三十一「列傳第十九、郭興」 。○
 【郭興神道碑】明・劉三吾撰「鞏昌侯神道碑」 （ 「大明勑賜開國輔運推誠宣力武臣榮祿大夫同知大都督府事柱國鞏昌侯追封陝國公謚宣武郭公神道碑銘」とも） ：明・徐紘撰『明名臣琬琰錄』巻三（四庫全
書本） ／ 『毓慶勲懿集』巻七「碑文」
1A
～
4B
。 『毓慶勲懿集』所収
版には「洪武二十一年歳次戊辰〔一三八八〕二月吉日立石」と末記。
○
 【郭興墓誌】 「陝國宣武公墓誌」 （ 「洪武十七年〔一三八四〕十二月十三日」と末記） ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
1A
B
。
※
 郭興の子、 景振らの諱の異同…『毓慶勲懿集』所収版【郭興神道碑】は「子男四人。長 儀、卒于五開。次
景振
00
、次
景楊
00
、次
景抃
00
。女一人」
とするが、四庫全書本【郭興神道碑】は「子男四人。長景儀、卒五開。次
振
0
。次
宗
0
。次
官僧
00
」とする。さらに次子については『毓慶勲懿集』巻
三「誥券」
6B
・
7A
「襲封鞏昌侯郭景振誥」は「景振」 、 『明實錄』 「太祖」
巻一百九十七（洪武二十二年〔一三八九〕八月）辛酉の項の記載は「鞏昌侯郭子興子振
0
」とする。
郭徳成○『明史』巻一百三十一「列傳第十九、郭興」 （附弟徳成伝） 。○
 郭登撰 ・ 郭良補 『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「驍騎公傳」 （郭徳成伝） 。
○
 郭登撰 ・ 郭良補『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「都指揮使敬公傳」 （郭
敬伝） 。
※
 郭徳成の排行…郭登撰・郭良補 』 （郭登注
11参照） 「驍騎公傳」 ・
【郭英神道碑】は郭山甫の第三子とする（四庫全書本【郭英神道碑】は名を「某」として記載しない） 。 『明史』巻一百三十一「烈傳第十九、郭興」に「季弟徳成」 （季弟はふつう末弟の意）というのは「郭興より年下の兄弟」という意味か。
郭英○『明實録』 。
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○ 『明史』巻一百三十「列傳第十八、郭英」 ・巻一百十七「列傳第五、諸王二、遼簡王植」 ・巻一百十八「列傳第六、諸王三、郢靖王棟」 。
○
 【郭英神道碑】明・楊栄撰「武定侯神道碑」 （ 「大明開國輔運推誠宣力武臣柱國武定侯贈營國公謚威襄郭公神道碑」 とも） ： 明 ・ 徐紘撰 『明名臣琬琰錄』巻五（四庫全書本）／『毓慶勲懿集』巻七「碑文」4B
～
14B （ 『毓慶勲懿集』所収版には末尾に「正統十年〔一四四五〕
四月上吉日、奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯、前征西前將軍節制大同等處諸軍事、諸孫登立石」と署す） 。
※
 【郭英神道碑】の信頼性
･･･
撰者楊栄は「予閲其家傳、考定其大者、次第
之而系之」 （私はその「家伝」を閲読し、おおよその事蹟を考定し、順序立てて並べた）と言う。楊栄が参照した「家伝」とは郭登撰『郭氏家傳』（郭登注
11参照）と推定され、家門の名声を高めるための脚色が加えられ
ている可能性が高く、記載事蹟の信頼性は考慮する必要がある。
○
 【郭英墓誌】 「營國威襄公墓誌」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
3A
～
重
3B
。
○
 【郭英夫人厳氏墓誌】 明 ・ 楊溥撰 「武定侯贈營國公 夫人嚴氏 ：『新中國出土墓誌』江蘇〔貮〕南京（故宮博物院編、文物出版社、二〇一四年）一一〇／邵磊「新見明代勲貴及其家族成員墓誌 釋」（ 『文獻』二〇一四年十一月第六期、 六一～六八頁、 中国国家図書館）／李巍「明代武定侯家族墓誌解析」 （ 『北京文博
　
文叢』二〇一五年
四期、七三～八二頁、北京市文物局） 。
○
 【郭英夫人劉氏墓誌】明・馬諒撰「封太淑人劉氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
41A
～
43B
。
○
 【郭英夫人何氏墓誌】 明 ・ 蔚綬撰 「故營國威襄公夫人何氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」重
36A
～
37B
。
○
 「追贈定襄伯祖母太夫人戚氏誥」 （ 「景泰三年 〔一四五二〕 九月二十日と末記） ： 『毓慶勲懿集』巻三「誥券」
25B
・
26A
。
郭寧妃○【 英神道碑】 《第一世代》

郭英
 の項に同じ。
○『明史』巻一百十三「列傳第一、后妃一、太祖郭寧妃」 。○『明史』巻一百十六「列傳 四、諸王一、魯荒王檀」 。　　
《第二世代》
郭鎮○『明實録』 。○
 『明史』巻一百二十一「列傳第九、公主、太祖十六女」 、 永嘉公主、母郭惠妃。洪武二十 年下嫁郭鎭、武定侯英子也。 」
○
 【郭鎮墓誌】明・方孝孺撰「故駙馬都尉郭公壙誌」 ： 『毓慶勲懿集』巻八 「墓誌」
1B
～
3A
／方孝孺撰 『遜志齋集』 巻二十二 「碑表志」 （四
庫全書本） 。四庫全書本は題に「故」が無い。
○
 【郭鎮墓表】 明 ・ 丘濬撰 「駙馬都尉郭公墓表」 ： 『毓慶勲懿集』 巻七 「碑文」
40B
～
44A
。
○
 【永嘉公主墓誌】 「永嘉大長公主壙誌」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」39B
～
41A
。
郭銘○
 【郭銘夫人徐氏墓誌】明・羅亨信撰「郭母太夫人徐氏墓碑銘」 ： 『東
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莞歷代著作叢書
　
羅亨信集』一七一～一七三頁（上海古籍出版社、
二〇一一年） 。
○【郭英夫人厳氏墓誌】 《第一世代》

郭英
 の項に同じ。
○【郭玹墓誌】 《第三世代》

郭玹
 の項に同じ。
郭鈺○
 【郭鈺夫人高氏墓誌】明・江淵撰「定襄伯夫人高氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
37B
～
39B
。
○
 明・王直撰「郭氏孝節傳 （ 「大明景泰七年歳次丙子〔一四五六年〕二月吉日、奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯、前征西前將軍節制大同等處諸軍事孤哀子登立石」と末記 ： 『毓慶勲懿集』巻七「碑文」
14B
～
20A
。
○
 郭登撰「孝 碑後」 （ 「奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯、前征西前將軍節制大同等處諸軍事、 泣血謹書孝節碑後
有引
」
と題す／「景泰七年歳次丙子〔一四五六〕春二月吉日」と末記） ： 『毓慶勲懿集』巻四「詩」
24A
～
25A
。
郭鈁○
 【郭鈁墓誌】明 ・ 魏驥撰「故昭勇將軍旗手衞指揮使郭公 銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
4A
～
6A
。
○【郭英夫人劉氏墓誌】 《第一世代》

郭英
 の項に同じ。
○
 「旗手衞指揮使郭鈁誥」 ／ 「封旗手衞指揮使郭鈁母劉氏妻魏氏」 ／ 「封襲旗手衞指揮使郭瑱母傅氏妻王氏」 ： 『毓慶勲懿集』巻三「誥命」重20A
～
21B
。
　　
《第三世代》
郭珎
 （ 「珎」は「珍」の異体字）
○
 【郭珎墓誌】 明 ・ 魏驥撰 「故明威將軍南京錦衣衞指揮僉事郭公墓誌銘」 ：『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
10B
～
12B
。
○
 【郭珎夫人呂氏 ・倪謙撰「明故郭太夫人呂氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
44A
～
45B
。
○【永嘉公主墓誌】 《第二世代》

郭鎮
 の項に同じ。
郭玹○『明實録』 。○
 【郭玹墓誌】 明 ・ 羅亨信撰 「故鎮朔將軍總兵官武定侯郭公墓誌銘」 （ 「正統十二年〔一四四五〕龍集丁卯九月十七日立石」と末記） ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
6A
～
10B
／『新中國出土墓誌』北京〔壹〕 （中
国文物研究所編、文物出版社、二〇〇三年）九〇／『東莞歷代著作叢書
　
羅亨信集』一四四～一四七頁（上海古籍出版社、 二〇一一年）
／李巍「明代武定侯家族墓誌解析」 （ 『北京文博
　
文叢』二〇一五年
四期、七三～八二頁、北京市文物局） 。
○【郭銘夫人徐氏墓誌】 《第二世代》

郭銘
 の項に同じ。
○【郭英夫人厳氏墓誌】 《第一世代》

郭英
 の項に同じ。
仁宗貴妃 氏端粛

○
 『明史』巻一百十九 「列傳第七、 諸王四」 に子の滕王瞻塏 ・ 梁王瞻
・
衞王瞻埏の伝がある。
○【郭英夫人厳氏墓誌】 《第一世代》

郭英
 の項に同じ。
○
 貴妃郭氏が家族親類に宛てた手紙： 『毓慶勲 一
13A
～
20A
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「家書、仁廟貴妃十封」 （ 「貴妃書」 ） 。郭武○ 郭登撰 ・ 郭良補『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「尚寶司丞珷公傳」 （郭
武伝） 。諱の表記について「公諱珷、一名武」とあり。
宣宗郭嬪？　
郭鈺の娘についての確かな情報は『毓慶勲懿集』巻四「詩」
24A
～
25A
郭登撰「孝節碑後」にある「先君子追封定襄伯府君（＝郭鈺）
不幸早世。卒之日、長兄武五歳、姉三歳、仲兄理二歳、登始生三月」という記載のみか。民国版『臨淮郭氏族譜』巻七「生歿考、鈺」には「子三、珷・理・登。
女一
00
、
宣宗國嬪
0000
、
夭
0
、
謚貞哀
000
」とあり宣宗の妃
郭嬪とされるが、基づく所が不明で確証を得ない（郭登注
11参照） 。
郭理○
 【郭理墓誌】明・彭時撰「故營國公孫郭公墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
15A
～
19A
。
○
 郭登撰 ・ 良補 『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「舎人理公傳」 （郭理伝） 。
郭登○『明實録』 。○『明史』巻一百七十三「列傳第六十一、郭登」○
 【郭登神道碑】明・彭時撰「定襄忠武侯神道碑」 （ 「奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯贈定襄侯謚 郭公神道碑」とも） ： 『毓慶勲懿集』巻七「碑文」
32A
～
40B
。
○
 【郭登墓誌】明・商輅撰「奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國追封定襄侯謚忠武郭公墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
19A
～
29B
。
※
 郭登の娘…『明史』巻一百四十六「列傳第三十四、徐祥」に郭登の娘は興安伯徐享 継室だったという記載がある（ 「徐祥、大冶人。…〔中略〕…成祖即位、論功封興安伯、祿千石。…〔中略〕…永樂二年五月卒、年七十三。孫亨嗣、…〔中略〕…天順初卒、諡武襄。子賢嗣伯、以跛免朝謁 給半祿、卒。子盛嗣 卒、無子。再從弟良嗣、良祖母故小妻也 繼祖母定襄伯郭登女。至是其孫爭襲、 朝議以郭氏初嘗適人、 法不當爲正嫡 良竟得嗣」 ） 。
　　
《第四世代》
郭昌○『明實録』 。○
 【郭昌墓誌】 明 ・ 王詔撰 「武定侯郭公墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』 巻八 「墓誌」
12B
～
15A
。
○
 【郭昌夫人許氏 梁儲撰「明故武定侯郭公夫人許氏合塟墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
58A
～
60B
。
○【郭珎夫人呂氏墓誌】 《第三世代》

郭珎
 の項に同じ。
○【永嘉公主墓誌】 《第二世代》

郭鎮
 の項に同じ。
郭嵩○『明實録』 。○
 【郭嵩墓誌】 明 ・ 倪謙撰 「南京前軍都督府掌府事定襄伯郭公墓誌銘」 ：『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
29B
～
32A
／倪岳撰『青谿漫稿』巻二
十二「墓表」 （四庫全書本） 。
○
 【郭嵩夫人孫氏墓誌】明 ・ 倪岳撰「明故定襄伯夫人孫氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
46A
～
48B
。
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
九七
　　
《第五世代》
郭良○『明實録』 。○
 【郭良墓誌】明・李東陽撰「明故武定侯郭公墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
32B
～重
34A
／李東陽撰『懐麓堂集』巻八十九「文
後稿二十九、 銘」 （四庫全書本） 。
○
 【郭良夫人栢氏墓誌】明・李東陽撰「明故封武定侯夫人郭母栢氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
55A
～
58A
。
○【郭昌夫人許氏墓誌】 《第四世代》

郭昌
 の項に同じ。
郭参○『明實録』 。○
 【郭参夫人李氏墓誌】明 ・ 馮允中撰「明故誥封淑人李氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓 」
50A
～
53B
。
　　
《第六世代》
郭勛○『明實録』 。○『明史』巻一百三十「列傳第十八、郭英」 （附郭勛伝） 。○
 姚昇による姚氏祭文（ 「維弘治十二年歳次己未〔一四九九〕 月戊子朔越十一日戊戌」 ） ： 『毓慶勲懿集』巻六「祭文」
17A
B
。
○
 【郭勛継室陳氏墓誌】 明 ・ 李旻撰 「武定侯子郭君繼室陳氏孺人塟誌」 ：『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
48B
～
50A
。
○
 陳瑛による陳氏祭文 （ 「維正德二年歳次丁卯 〔一五〇七〕 三月□□ ［欠
字］ 朔越二十七日」 ／ 「維正德二年歳次丁卯四月甲戌朔越六日己卯」 ） ：『毓慶勲懿集』巻六「祭文」
17B
～
18B
。
○【郭房墓誌】 《第七世代》

郭房
 の項に同じ。
○
 【郭守乾墓誌】 《第七世代》

郭守乾
 の項に同じ。
郭勣○【 夫人周氏墓誌】明 ・ 周恵疇撰「戚畹郭世功妻周氏墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」
54A
～
55A
。
　　
《第七世代》
郭房○
 【郭房墓誌】明・呉廷挙撰「明故郭居之墓誌銘」 ： 『毓慶勲懿集』巻八「墓誌」重
34A
～
36A
。
郭守乾○『明實録』 。○
 【郭守乾墓誌】明・張文憲撰「明故左軍都督府掌府事武定侯郭公墓誌銘」 ： 『新中國出土墓誌』北京〔壹〕 （中国文物研究所編、文物出版社、二〇〇三）二 三／李巍「明代武定侯家族墓誌解析」 （ 『北京文博
　
文叢』二〇一五年四期、七三～八二頁、北京市文物局） 。
○
 【郭守乾夫人譚氏墓誌】 明 ・ 張文憲撰 封 夫人譚氏墓誌銘」 ：『新中國出土墓誌』北京〔壹〕 （中国文物研究所編、文物出版社、二〇〇三）二七八／李巍「明代武定侯家族墓誌解析」 （ 『北京文博
　
文
叢』二 一五年四期、七三～八二頁、北京市 物局） 。
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二
　
郭氏家譜（凡例は図の後ろに置く）明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
九九
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一〇〇
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一〇一
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一〇二
　　
凡例（家譜）
（ⅰ） 傍線で囲む名は郭氏の血を継ぐ人物及び皇帝である。（ⅱ）
 二重傍線で囲む名は「一
　
主要史料」に項目を立てた人物である
（家譜作成の際に依拠した史料を辿れるよう法則を設定、 「一
　
主
要史料」のはじめを参照のこと） 。
（ⅲ）
 郭氏の多くが武官を世襲しているが本稿では紙幅の関係上記載を割愛し、 特異な官と爵位のみ記載する （詳しくは必要に応じて 「一　
主要史料」に挙げた文献を調査されたい） 。配偶者の官位につ
いては姻戚関係の重要性を鑑みて可能な限り全て記載する。
　　　　
三
　
年譜
　「郭氏年譜」 （事蹟の顕著な人物数人を選び並列して示す） 、 「郭勛詳説年譜」 （五代目武定侯郭勛の事蹟を詳細に示す）を掲載する。　　
凡例（年譜）
（ⅰ）
 記載事蹟の豊富な史料一点を基礎とし（各人の注 冒頭に明記） 、その他の史料で補う形とした。その他の史料に拠った箇所には注を附し拠り所を明示する。また各文献で内容に齟齬がある場合や考証が必要な箇 にも注を附す。
（ⅱ）
 「郭氏年譜」は各事蹟の起きた年月を記載するにとどめるが、 「郭勛詳説年譜」では事蹟の前後関係 明らかにするため可能な限り日にちまで記載する。
（ⅲ）
 史料に日付が十干十二支で記されている場合、数字に換算して記載する（ 『新訂補正
　
三正綜覧』 〔内務省地理局編纂、藝林舎、一
九七三年〕を使用） 。
（ⅳ）
 『明實錄』に「○甲子〔記事Ａ〕 。○〔記事Ｂ〕 。○丙寅〔記事Ｃ〕 」という形で記載される場合、 〔記事Ｂ〕 は甲子の日の事蹟とみなす。
（ⅴ） 囲み文字の見出しは国事に関わる事件である。（ⅵ） 文学に関わる事蹟は二重線もしくは二重囲み文字で示す。（ⅶ）
 「郭氏年譜」の郭勛事蹟においては注番号が飛んだり前後する場合がある（ 「郭勛詳説年譜」の注番号と対応するため） 。
（ⅷ）
 「郭勛詳説年譜」では郭勛の人間関係を把握しやすくするため、関連する人物の名も当時の官名を補った上で可能な限り記載する（同年中〔一セル中〕に同一人物の名が再出した場合には省略、年内に官が遷った場合は新しい官も記載する） 。
（ⅸ）
 墓誌銘は略称を用いる（ 「一
　
主要史料」の【
　
】に対応） 。
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明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一一五
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一一六
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一一七
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一一八
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一一九
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
一二〇
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
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一二二
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一二三
　　　　
おわりに
　
本稿掲載の資料を基に、続稿では郭勛に至るまでの郭氏一族と文学
との関わりを詳しく論ずる。（付記）郭氏と郭勛の経歴は拙著『三國志演義成立史の研究』 （汲古書院、二〇一六年）序章「 （三）武定侯郭勛の経歴と刊行状況―修
子
は郭勛か―」でも触れた所であるが、一部訂正を要する箇所がある。拙著三三頁「 【図】郭氏家系図（略） 」中、 銘・郭鏞を何氏の子とするが厳氏の子の誤りである。また郭良の武定侯襲爵の時期を「成化四年」とするが「弘治十五年」の誤りである。（注）郭興注
 年表は劉三吾撰【郭興神道碑】 （ 『毓慶勲懿集』所収版）を基
礎史料として作成した。＊１
　『毓慶勲懿集』 所収版 【郭興神道碑】 には生年月日の記載がある。
＊２
　【郭興神道碑】には歳次不載。 『明實錄』では「太祖」巻一百二十二（洪武十二年〔一三七九〕春正月）丙寅の項に記載がある。
＊３
　『毓慶勲懿集』 所収版 【郭興神道碑】 には没年月日の記載がある。
郭英注
 年表は楊栄撰【郭英神道碑】を基礎史料として作成した。
＊１
　
生年は【郭英神道碑】記載の没年（永楽元年、一四〇三）と享
年（六十九歳）から逆算した。
＊２
　
朱元璋の側近として宿直したことは『明史』巻一百三十「列傳
第十八、郭英」 、 「親信、令値宿帳中」 （ 〔朱元璋は郭英を〕側近として、帳中に宿直させた）に拠る。
＊３
　【郭英神道碑】には歳次不載。兄郭興の【郭興神道碑】に記載された事蹟・歳次と照合して時期を推定した。
＊４
　
右に同じ。
＊５
　
右に同じ。
＊６
　
右に同じ。
＊７
　
右に同じ。
＊８
　
右に同じ。
＊９
　『明實錄』 「太祖」巻六十九（洪武四年〔一三七一〕十一月）壬申の項に拠る。この件の詳細は『明實錄』と【郭英神道碑】の記述に齟齬がある。 『明實錄』では朱元璋が郭英らに「朕命軍士往臨濠造宮殿。汝等又役之爲私室。豈保身與家之道哉」 （朕は兵士を臨濠〔現鳳陽県臨淮鎮〕へやり宮殿を造営させた。そなたら彼ら 私邸にて従事させた。家と身を保つ道を行っていると言えようか） 、 「昔朕皇考嘗言、 『凡人守分植財、如置田地、稼穡收穫、歳有常利、用之無窮。若悖理得財 如貪官汚吏獲利雖博、有喪身亡命之憂。 』今汝俸祿有如田力、歳享其利、無有已時。比於貪餮所得、用 盡、猶潢汗之水、朝盈而夕竭矣 汝等 勲於國 朕旣酬以爵祿、能守而不失、則子孫永有所賴。汝 識 」 （朕の皇考〔父〕がかつて言った 「人はみな本分を守って財を養い るものである。もし田地を設ければ、農作物の収穫により年ご に
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
一二四
常に利益があり、いつまでも続けることができる。もし道理にそむき財を得れば、貪官汚吏〔銭財を貪 官吏〕のように広く利を得ることができたとしても、身を滅ぼす恐れがある」と。今そなたらの俸禄は田地による利益に匹敵し、毎年その利益を享くことができ、やむ ない。収益を貪り求め使い込むようなことをすれば、いつかは終わりがあり、水たま の水のように、朝には満ちていても夜には枯れて尽きてしまうものだ。そなたらは国事に勲功があり、朕は爵禄で以 酬いてい のだから、 〔それを〕守って失わなければ、子孫まで末永く頼る所となる。そなたらはこの事を知ってお ）と話して諭し、 「英等頓首謝曰 『陛下訓飭、臣等切至銘刻、 不敢忘也』 」 （郭英ら 頓首して詫びて申した、 「陛下の教訓を私らは肝に銘じ、決して忘れませぬ）と反省したとある。一方、 【郭英神道碑】には「時公卿多置田産、公獨不治。上問之、對曰、 『臣一布衣 荷陛下寵靈 叨有封爵、子孫衣食餘饒、安敢增益俾生侈心。 』上善之 嗟歎良久」 （時 公家の多 が 動産として田地を設けていたが、郭英公だけ 持って な った。お上がこれについて問うと、 〔郭英 〕答えた 「私は平民 あながら、陛下の恩沢を蒙り、分不相応にも爵 封ぜられ 子孫には有り余るほどの衣食がございます。どうして利益を増やし 奢侈の心を生ませることができましょうか」 。お上はこれを称賛長らく感嘆した）とある（ 『毓慶勲懿集』所収版 依拠） 。
＊
10　【郭英神道碑】は洪武十三年のこととするが、 『明實錄』では「太祖」巻一百二十七（洪武十二年十一月）己亥の項に記載 ある。
＊
11　【郭英神道碑】 には歳次不載。 『明實錄』 「太祖」 巻一百六十一 （洪武十七年〔一三八四〕夏四月）壬午の項に記載がある。
＊
12　『明實錄』 「太祖」巻一百八十四（洪武二十年〔一三八七〕八月）壬子の項に拠る。
＊
13　『明實錄』 「太祖」巻二百一（洪武二十三年〔一三九〇〕夏四月）庚子の項に拠る。
＊
14　『明實錄』 「太祖」巻二百一（洪武二十三年〔一三九〇〕夏四月）戊子の項に拠る。
＊
15　『明實錄』 「太祖」巻二百七（洪武二十四年〔一三九 〕春正月） 、
「○戊申、勑潁國公傅友德佩征虜將軍印充總兵官、定遠侯王弼充左副將軍、武定侯郭英充右副將軍、於邳・徐・滕・兗・濟南・平山 ・ 德州 ・ 樂安及北平都司屬衞、遴選精鋭軍士訓練、以備邊。 」 【郭英神道碑】 「辛未（洪武二十四年） 以虜酋阿扎失里寇邊、命公討之、獲其人口、孳畜逐北、至鴉寒山而還」 （ 『毓慶勲懿集』所収版に拠る／四庫全書本は「虜酋阿扎失里」を「北兵喇特納實理」とする） 。
＊
16　『明實錄』 「太祖」巻二百二十三（洪武二十五年〔一三九二〕十二月）乙丑の項に拠る。
＊
17　『明實錄』 「太祖」巻二百三十五（洪武二十七年〔一三九四〕冬十月）己卯の項に拠る。
＊
18　『明實錄』 「太祖」巻二百三十八（洪武二十八〔一三九五〕夏四月）辛未・甲申の項に拠る。
＊
19　『明實錄』 「太祖」巻二百四十九（洪武三十年〔一三九七〕春正
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一二五
月）丙辰・乙丑の項に拠る。
＊
20　
北辺の胡虜掃伐、遼東都司・遼府護衛の件は『明實錄』 「太祖」
巻二百五十七（洪武三十一年〔一三九八〕夏四月）乙酉・戊午・乙亥の項に拠る。
＊
21　『明實錄』 「太宗」巻六（二年〔一四〇〇〕正月）四月丙申・癸丑・乙卯・己未・庚申の項に拠る。
＊
22　
郭英の享年について、 【郭英神道碑】は「永樂元年癸未二月十
七日卒于家、 享年六十有九
0000
」とし（ 『毓慶勲懿集』所収版に拠る） 、
『明史』巻一百三十「列傳第十八、郭英」は「永樂元年卒、年
六
0
十七
00
」とする。
＊
23　
追贈 ・ 追封の時期は『明實錄』 「太宗」巻二十下（永楽元年五月）
乙未の項に拠る。
郭寧妃・魯荒王檀注
 年表は『明史』巻一百十三「列傳第一、 后妃一、
太祖 」 ・巻一百十六「列傳第四、諸王一、魯荒王檀」を基礎史料として作成した。郭鎮注
 年表は方孝孺撰【郭鎮墓誌】を基礎史料として作成した。
＊１
　
郭鎮の生年は【郭鎮墓誌】記載の没年（建文元年、一三九九）
と享年（二十八歳）から逆算した。
＊２
　
日付は【永嘉公主墓誌】に依拠。
郭玹注
 年表は『明實錄』を基礎史料として作成した。
＊１
　【郭玹墓誌】に拠る。
＊２
　
郭玹の父郭銘の官職は【郭英神道碑】と【郭玹墓碑】に「遼府
典寶」とある。従姉妹の一人が洪武二十七年（一三九四）に遼王植の妃となったことから遼王府に官を得たか。ちなみに郭銘が没した経緯については【郭銘夫人徐氏墓誌】に「歳壬午、追封武定侯效忠國事、 殁於泗州、 遺命 爲育諸孤」 （壬午の年〔建文 年、一四〇二〕 、追封武定侯〔＝郭銘〕は国事に忠心を尽くし、泗州に没し、夫人に息子らをよく育てるようにと遺命した）とある建文年間の靖難の変（燕王〔後の永楽帝〕が建文帝 対して挙兵した）の際に事変に巻き込まれて命を落としたか。
＊３
　
郭玹の姉が仁宗（当時は皇太子）に配偶した時期は不明確であ
るが、長子滕王瞻塏を永楽七年（一四〇九）に生んでいることから、 配偶の時期はそれ以前のことである（瞻塏 生年は『明實錄』「宣宗」巻五〔洪煕元年閏七月〕庚戌の項〔瞻塏逝去〕に享年十七歳とあることから逆算 。
＊４
　【郭玹墓誌】に拠る。
＊５
　【郭銘夫人徐氏墓誌】に拠る。
＊６
　
郭登撰 ・ 郭良補『郭氏家傳』 （郭登注
11参照） 「尚寶司丞珷公傳」
（郭武伝）に拠る。
＊７
　
郭貴妃が殉葬されたことは以下の明 ・ 沈徳符撰 『萬曆野獲編』 （中
華書局排印本〔元明史料筆記叢刊〕 、一九五九年〕 ）補遺巻一「宮闈、仁廟殉葬諸妃」の記載に拠る。 「 『會典』云、獻陵七妃、三葬金山、餘俱從葬。按仁宗上仙、宣宗謚皇庶母貴妃郭氏 ・ 淑妃王氏 ・
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
一二六
麗妃王氏・順妃譚氏・元妃黃氏五人、又益以先贈張氏順妃・李氏麗妃俱係濳邸、追共七人是矣。然前是登極所封貴妃郭氏・賢 李氏・惠 趙氏・淑妃王氏・昭容王氏、僅郭貴妃・王淑妃在所殉中、何也。況貴 所出、有滕懷王 梁莊 ・衞恭王三朱邸、在例不當殉。豈銜上恩、自裁以從天上耶。又上未崩前之兩月、曾封張氏爲敬妃、爲榮國忠顯王之孫、今太師英國公輔之女、册文中贊美甚備、亦不從殉 蓋以乃祖父勳舊特恩也。…（後略） 」 （ 『明會典』に「仁宗献陵には七人の妃が葬られている。 三人の妃は金山に埋葬され、他はみな殉葬された」という。按ずるに、仁宗の上仙〔崩御〕後に宣宗が諡を贈った皇庶母〔父仁宗の側室〕貴 郭 淑妃 ・麗妃王氏・順妃譚氏・元妃黄氏の五人に、先んじて亡くなり順妃に追封された張氏と麗妃に追封された李氏〔両者とも仁宗の即位前の妃〕を加え の 、 〔殉葬された〕七人である。しかしながら〔仁宗の 即位にあたり冊封された貴妃郭 ・賢 李氏・恵妃趙氏・淑妃王氏・昭容王氏のうち、郭貴妃・王淑妃だけが殉葬されたのは何故だったのか。まして郭貴妃 滕懐 ・梁庄王・衞恭王という三王府の子があったのだから、通例では殉葬せざるべきところである。どうしてお上の寵愛を受けながら、自ら好んで死を選ぶなど ことがあろうか。お上が崩御する二ヶ月前に敬妃に冊封された張氏〔栄国忠顕王の孫で今の太師英国公張輔の娘〕などは 文で甚だしく賛美されており、殉葬されることがなかった。 〔それは〕おそらく祖父が勲功のある旧臣で ることからの特恩だったのだろう。…〔後略〕 ） 。
＊８
　【郭玹墓誌】に拠る。
＊９
　【郭英夫人厳氏墓誌】に拠る。
＊
10　【郭銘夫人徐氏
＊
11　【郭玹墓誌】に依る。
＊
12　
永嘉公主が正統十二年郭玹の死後に武定侯の爵位を争った際に
は、英国公張輔らが郭玹の子郭聡に味方して「聰・珍皆前武定侯英曾孫 聰祖銘嫡次、珍祖振〔鎮〕庶長。聰於例當襲爵」 （郭聡と郭珍はみな故武定侯郭英の曾孫ですが、郭聡の祖父郭銘は嫡次男で〔実際には郭銘の母厳氏は妾であるから嫡子とは言い難い〕 、郭珍の父郭鎮は庶長子です。通例では郭聡が襲爵すべきです）と主張した。しかしお上 聞き入れず 郭聡を指揮僉事錦衣衛帯俸に任じるにとどめた（ 『明實錄』 「英宗」巻一百六十一〔正統十二年十二月〕庚辰の項） 。
郭武・附弟郭理・永嘉公主（２）注
 年表は郭登撰・郭良補『郭氏家
傳』 （郭登注
11参照） 「尚寶司丞珷公傳」 （郭武伝）を基礎史料として
作成した。＊１
　
郭武の妹の生年は『毓慶勲懿集』巻四「詩」
24A
～
25A
郭登
撰「孝節碑後」 （郭登注
14参照）に「先君子追封定襄伯府君（＝
郭鈺） 、不幸早世。卒之日、長兄
武五歳
000
、
姉三歳
000
、仲兄理二歳、
登始生三月」とあることから、郭武の生年（洪武三十一年〔一三九八〕 ）の二年後、建文二年（一四〇〇）と推算
＊２
　【郭理墓誌銘】は郭理の生年を「洪武辛巳」とするが、洪武年
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一二七
間に辛巳の年は存在せず建文辛巳（三年、一四〇一）を指す。
＊３
　
郭鈺の生没年月日は 『毓慶勲懿集』 巻七 「碑文」
14B
～
20A
王直
撰「郭氏孝節傳」 （郭登注
14参照） に 「生於洪武己未 （十二年、 一三
七九） 十月七日、 而以永樂癸未（元年、 一四〇三） 十二月初六日卒、年三十五」 とある。 ちなみに は注１で引用した「孝節碑後」 で郭鈺の死の際郭武は五歳だったとしているが、 郭鈺が永楽元年に卒したならば洪武戊寅（三十一年、 一三九八） に生まれ 郭武は当時数え年で六歳、 満年齢で である。 『郭氏家傳』 尚寶司丞珷公傳」 では「公諱珷…（中略） …四歳居父喪
00000
」 と述べている。
＊４
　【永嘉公主墓誌】に拠る。
＊５
　【永嘉公主墓誌】に拠る。
＊６
　【郭理墓誌】に拠る。
＊７
　【郭英夫人厳氏墓誌】に拠る。
＊８
　『明實錄』 「英宗」巻十五（正統元年〔一四三六〕三月）癸酉の項に拠る。
＊９
　【郭玹夫人高氏墓誌】に拠る。
＊
10　
母高氏を宛平県玉河の傍に仮葬したことは 【郭玹夫人高氏墓誌】
に記載がある。
＊
11　
郭理が郭登と共に北京で廬墓したことは郭登撰・郭良補『郭氏
家傳』 （郭登注
11参照） 「舎人理公傳」 （郭理伝） に記載がある。 「正
統丙辰、太夫人卒。公哀號不食者數日。旣葬、廬於墓下、與予同苫、哀至哭不輟聲。予以官守踰月先歸、公竟終喪然後返。蔬食水飮、形容毀瘁、至家犬群吠之。兄武定侯玹爲之設食、親挾肉啖公、
嗚咽不能下咽」 （正統元年〔一四三六〕 、母高太夫人が卒した。郭理公は悲しみ泣き叫び、数日間ものを口に入れなかった。埋葬してからは、廬墓して私と共に喪に服したが、悲しみのあまり慟哭し声がやむことはなかった。私は官職のため一月ほどして先に帰ったが、公は最後まで喪に服してから帰った。口にしていた は野菜と水ばかりだったため、容貌は憔悴し、家に至ると犬の群れが彼に吠えかかった。従兄の武定侯郭玹が彼のため 食事を用意し、自ら肉をつまんで郭 に食べさせようとしたが、嗚咽して飲み込むことができな ） 。
＊
12　『明實錄』 「英宗」巻一百六十一（正統十二年〔一四四七〕十二月）庚辰の項に拠る。
＊
13　【永嘉公主墓誌】に拠る。
郭登注
 年表は『明實錄』を基礎史料として作成した。
＊１
　
郭登の生年月は【郭登神道碑】に「生於洪武癸未十月」とある。
洪武年間に癸未の年は存在せず永楽癸未（元年、一四〇三 を指す。生まれて三ヶ月後に父郭鈺が逝去 た は『毓慶勲懿集』巻四「詩」
24A
～
25A
郭登撰「孝節碑後
有序
」に記載がある（郭武 ・
附弟郭理・永嘉公主〔２〕注１参照 。
＊２
　【郭登神道碑】 「永樂甲辰仁廟登極、召公至京賜冠帶・襲衣・金帛、授勳衞」 。 『明史』巻一百七十三「列傳第六十一 郭登」には
「洪煕時、授勳衞」とある。
＊３
　【郭登神道碑】に拠る。
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
一二八
＊４
　【郭玹夫人高夫人墓誌】に拠る。
＊５
　
郭武・附弟郭理・永嘉公主〔２〕注
10に同じ。
＊６
　
郭登撰 ・ 郭良補『郭氏家傳』 （郭登
11参照） 「尚寶司丞珷公傳」
（郭武伝）に拠る。
＊７
　
郭登の雲南麓川遠征の時期について、 『明史』巻一百七十三「列
傳第六十一、郭登」には「正統中、從王驥征麓川有功」とあるのみだが、 【郭登神道碑】には「 ［正統］七年（一四四二）麓川用師、靖遠伯王驥復薦公。公慨然曰、 『太夫人已卽世、吾可出矣。 』師至雲南、歳且盡期 以明年進兵」とあり、清 ・ 銭謙益撰『列朝詩集』（上海三聯書店〔清順治九年毛氏汲古閣刻本重印影印本〕 、一九八九年） 「郭定襄登」の小伝にも「正統七年（一四四二）木麓川」とある。また雲南省建水県の指林寺 現存する郭登撰の碑「重修指林禪寺碑記」 （ 「錦衣衞勲衞鳳陽郭登撰文」と題署）には「正統癸亥（八年、一四四三）時 麓川餘燼未滅、今總督軍務兵部尚書靖遠伯王公奉命往平之。予等數人實備將佐以從公命」とある（個人ブログで碑影が紹介されている〔
http://blog.sina.
com
.cn/s/blog_b15d44a40102vdvu.htm
l ／二〇一六年九月三十日
現在〕 ） 。以上から郭登は正統七年～八年にわたり雲南麓川に遠征していたことがわかる。
＊８
　
郭登の雲南騰衝遠征の時期について、 『明史』巻一百七十三「列
傳第六十一、郭登」には「正統中…（中略）…又從沐斌征騰衝、遷署都指揮僉事」とあるのみだが、 【 神道碑】には「 ［正統］十年冬、復同黔國公沐斌參贊楊寧、領兵進駐騰衝。…（中略）…
十二年凱還、 仍鎭宿衞」とある。但し清 ・ 銭謙益撰『列朝詩集』 （注７参照） 「郭定襄登」の小伝には「 （正統）九年從沐斌征騰衝、功皆最」とある。
＊９
　
注８に引用した【郭登神道碑】の記載参照。
＊
10　
右都督に進んだ時期と経緯は、 【郭登神道碑】に「 ［正統十四年］
十一月、進右都督」とあり、 『明史』巻一百七十三「列傳六十一、郭登」に「 ［正統十四年］十月 也先犯京師、登將率所部入援、先馳蠟書奏。奏至、敵已退。景帝優詔褒答、進右都督」 （ 〔正統十四年〕十月、也先が都に迫った際、郭登は配下の兵を率いて〔京軍の〕援護へ向かわんとし まず蠟で包んだ奏上を送った。奏上が着いた頃には、敵はすでに退却していた。景帝（後の代宗景泰帝）は優詔を出して讃え、 〔郭登を〕右都督に進めた）とある。
＊
11　
郭登は先祖親類の伝記集『郭氏家傳』 （ 『郭氏族譜圖』 ）を編纂
した。 『毓慶勲懿集』巻四「引」文
1B
～文
3B
郭登撰「郭氏族譜
圖引」 （内容から一族伝記集の序と推察される）の末尾に「景泰三年歳次壬申（一四五二）孟夏（ 月）望日、征西前將軍節制大同等處諸軍事、奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯、諸孫登謹書」とあることから、これを編纂時期と推定した。また『毓慶勲懿集』巻四「序」文
3B
～文
7A
王直撰「郭氏家譜序」 （ 「景
泰三年壬申秋七月初吉」 ）及び許彬撰「郭氏族譜後序」 （ 「景泰五年秋八月之望」 ）の存在から 景泰五年（ 四五 ）に前後序が揃い、 刊刻、 或いは抄本 して供覽したので な かとみられる。郭登による 本（或いは抄本）は現佚 み れる 、弘治十七年
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一二九
（一五〇四）に一族の後裔郭良により増補されて再び刊刻された（或いは抄本として供覧された）らしく （郭良注
11参照） 、それが
清・郭世勛編纂『臨淮郭氏族譜』 （乾隆壬申〔十七年、 一七五二〕 ）に採録され、 数度の続修を経た民国版『臨淮郭氏族譜』 （全十二冊、三公堂蔵版）に伝わる。筆者が把握している現存の『臨淮郭氏族譜』は個人所蔵物であり、所有 インターネット上で一部の説明と書影を 開している（
h
ttp
://b
log
.sin
a.com
.cn
/s/b
log
_
b15d44a40102v8ei.htm
l 〔 「現存臨淮郭氏族譜的來源與評価」 〕 ／
http://blog.sina.com
.cn/s/blog_b15d44a40102vvcr.htm
l 〔 「臨淮
郭氏宗譜記錄定襄伯郭登姐爲宣德皇帝的國嬪」 〕 ／
http://blog.
sina.com
.cn/s/blog_b15d44a40102vgom
.htm
l 〔始祖郭三公伝〕 ／
http://blog.sina.com
.cn/s/blog_b15d44a40102vidt.htm
l 〔二世祖
郭聚伝〕／
http://blog.sina.com
.cn/s/blog_b15d44a40102vidv.
h
tm
l 〔三世祖郭山甫伝〕／
h
ttp
://b
log
.sin
a.com
.cn
/s/b
log
_
b15d44a40102vidw
.htm
l 〔郭長君伝〕 ／
http://blog.sina.com
.cn/s/
blog_b15d44a40102viy8.htm
l 〔郭興伝〕／
http://blog.sina.com
.
cn/s/blog_b15d44a40102vi4m
.htm
l 〔郭徳成伝〕 ／
http://blog.sina.
com
.cn/s/blog_b15d44a40102vilt.htm
l 〔郭敬伝〕 ／
http://blog.sina.
com
.cn/s/blog_b15d44a40102vilu.htm
l 〔郭武伝〕／
http://blog.
sina.com
.cn/s/blog_b15d44a40102vilw
.htm
l 〔郭理伝〕／
http://
blog.sina.com
.cn/s/blog_b15d44a40102vixb.htm
l 〔郭良「郭氏家
傳序」 〕 ／全て二〇一六年九月三十日現在） 。本書の成書史は続稿でさらに詳しく論じる。
＊
12　『郭氏家傳』 （ 『郭氏族譜圖』 ）の刊刻時期については注
11参照。
＊
13　
郭登が母と兄を北京から南京へ改葬した時期は景泰七年（一四
五六）と景泰六年（一四五五）の二説がある（どちらも郭登自身による記述） 。詳しくは注
14に述べる。
＊
14　『毓慶勲懿集』巻七「碑文」
14B
～
20A
吏部尚書王直撰「郭氏
孝節傳」は郭登の父郭鈺、 母高氏の孝節の徳を讃える碑記である。末尾に「大明景泰七年歳次丙子（一四五六）二月吉日、奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯 前征西前將軍節制大同等處諸軍事、孤哀子登立石」とあるこ から郭登が母を北京から南京へ改葬した際に建てた碑とみられ 。また『毓慶勲懿集』巻四「詩」9B
～
24A
には当時郭登の元に寄せられた「孝節詩」と題する一
連の詩が収められている。冒頭に 都察院左僉都御史徐有貞による序が置かれ、 「孝節、爲征西前將軍定襄伯郭公、賦以美厥考南山府君・妣高夫人之濳德也」 （ 「孝節 いう は 征西 将軍定襄伯郭公〔＝郭登〕のために 詩を賦してその故父南山府君〔＝郭鈺〕と故母高夫人の秘めやかなる美徳を讃える で いい、続いて大理寺卿薛瑄・太常寺卿許彬・左春坊大学士兼翰林侍読彭時 ・ 南京国子祭酒呉節 翰林侍講学士兼 左中允倪謙（従姉妹の配偶者、 郭氏家譜参照）といっ 一流士大夫の詩が連なる。『毓慶勲懿集』 巻四 「詩」
24A
～
25A
郭登撰の後序 「孝節碑後」 （ 「奉
天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯、前征西前將軍節制大同等處諸軍事、孤哀子登泣血謹書孝節碑後
有序
」と題す／「景泰七
年歳次丙子（一四五六）春二月吉日」と末記）には、 正統丙辰（元
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
一三〇
年、一四三六）に逝去して北京に仮葬した母を「今年春始克歸、塟於先君之域。…（中略）…太師大冢宰泰和王公爲製『孝節傳』一通、一時諸名公鉅卿咸相與歌詩以美之」 （今年〔景泰七 、一四五六〕の春に休暇を願って故郷〔南京〕へ帰った際に、祖先の城〔南京聚宝山の墓〕に埋葬した。… 中略 …太師大冢泰和の王公〔王直〕が〔私 〕ために「孝節傳」一章を作してくれ、今を時めく多くの名侯や鉅卿がみな一緒に歌詩を賦してこれを褒め称えてくれた）という旨が述べられている。
　　
　
但し母を改葬した時期は郭登撰・郭良補『郭氏家傳』 「尚寶司
丞珷公傳」 （郭武伝）では「景泰乙亥、予得請太夫人及公之喪、遷祔南京聚寶山祖塋之側」 （景泰六年〔一四五五〕 、 私は太夫人〔＝母〕と郭武公の喪を願って許され、 〔二人を〕南京聚宝山の祖先の墓の側に改葬した）としており若干 齟齬 ある。
＊
15　
会昌伯孫継宗は郭登の養子郭嵩の夫人孫氏の叔父であり、宣宗
の皇后孫氏の兄でもある。
＊
16　『毓慶勲懿集』巻七「碑文」
20A
～
24A
郭登撰「郭氏重脩先塋
記」 （ 「大明天順元年〔一四五七〕十月上澣、奉天翊衞宣力武臣特進榮祿大夫柱國定襄伯。諸孫登記并篆額書丹」と末記 。
＊
17　『毓慶勲懿集』 巻七 「碑文」
24B
～
32A
郭登撰 「郭氏先塋碑」 （ 「大
明成化五年歳次己丑〔一四六九〕冬十月上吉立」と末記） 。
＊
18　【郭理墓誌】に拠る。
　
郭嵩・附夫人孫氏注
 年表は倪謙撰【郭嵩墓誌】を基礎史料として作
成した。＊１
　【郭嵩夫人孫氏墓誌】に拠る。
＊２
　『郭氏聯珠集』については『明史』巻九十九「志第七十五、藝文四」に「郭登『聯珠集』二十二巻。景泰初、登封定襄伯、有詩名。是集以其父珏（鈺の誤） 、兄武之作與登詩合編」 （郭登『聯珠集』二十二巻。景泰元年〔一四五〇〕に郭登は定襄伯に封ぜられたが、作詩の面でも名声を得ていた。この集はその父郭鈺、兄郭武の作品と郭登 詩を合わせて纂したものである） という。編纂 ・刊行経緯については【郭嵩墓誌】に「嘗念尚寶公・忠武公所遺文甚富、因蒐輯成編爲『聯珠集』若干巻、壽梓以傳」 （ 〔郭嵩は〕かつて尚宝公〔郭武〕と忠武公〔郭登〕の遺した詩文がたいへん豊富であることを思い、 〔その詩を〕蒐集、編纂 て『聯珠集』数巻を成し、上梓して世に伝えた）とある（ 『毓慶勲懿集』所収版に拠る） 。寧波の天一閣文物保管所に『 氏聯珠集』二十二巻が現存し（筆者未見） 、 『中國古籍善本書目』 「 部、總集類」一八四一頁（中華書店）による 「明 登輯、明成化八年（一四七二）刻本」であるという 成化八年の郭登の死を受けて子の郭嵩が一門の文才と孝の精神 喧伝し 定襄伯の爵位継承を有利にしようという意図を以て刊刻したか（郭嵩は郭登 養子であり、嫡系にしか爵位の世襲 認めない明法の下では通常は爵位を できない立場にあった〔郭参注４も参照されたい〕 ） 。ちなみに明・高儒撰『百川書志』巻十六「集、國朝」には「 『聯珠集』十巻。榮祿大夫定襄伯郭登元登述」と著録されており、前述の諸記録と
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は巻数に違いが見られる（ 『叢書集成續編』三〔新文豊出版公司、一九九一年〕所収の葉徳輝観古堂刊本に依拠） 。
＊３
　【郭嵩夫人孫氏墓誌】に拠る。
郭参・附夫人李氏注
 年表は馮允中撰【郭参夫人李氏墓誌】を基礎史
料として作成した。＊１
　
郭参の生没年は『明實錄』や【郭参夫人李氏墓誌】に記載が見
当たらない。
＊２
　【郭参夫人李氏墓誌】に「 ［郭嵩］子參俊秀且賢。以故太保公遂卽許之。未幾其姑孫氏夫人病逝」 （ 〔郭嵩の〕子郭参は才知に優れ徳もあった 故に太保公〔豊城侯李勇〕はすぐ〔娘を〕彼と婚約させた。ほどなくその姑の が病で 去した） とあることか 、郭嵩と李氏の婚約が母孫氏（成化十三年〔一四七七〕三月九日）の少し前であったこと わかる。
＊３
　【郭参夫人李氏墓誌】に「參因父母早棄、襲錦衣衞指揮使、而獨立持家、 不能南往以行親迎禮 太保公聞之、 卽遣淑人以歸」 （郭参は早くに父母を亡くし、錦衣衛指揮使を世襲して〔都 〕独立して生計を てたため、 京へ赴くことができず、親族の者を遣って妻に迎える礼を行った。太保公〔李勇〕はこれを くとすぐ娘を遣って嫁入りさせた）とあることから、婚姻の時期は 十四年父郭嵩の逝去以降と推定される
＊４
　
郭参は郭登の嫡孫ではなかったため（父郭嵩は養子）定襄伯の
世襲を許されなかった。 『明實錄』 「孝宗」巻一百二十（弘治九年
〔一四九六〕十二月）丙戌の項に以下のようないきさつが記載されている。 「故定襄伯郭嵩之子、 指揮使參、 奏請襲爵。吏部言、 『參叔祖登、以功封伯。登卒無嗣、參父嵩以兄子承繼 得襲伯 、乃一時特恩。今嵩已卒、參例難再襲。且諸司職掌公侯伯、並無弟姪承襲之文。而兵部見行事例、凡軍職絶嗣、其同宗之人果係原立功授職者、嫡派子孫、方許保送承襲。若係旁枝 不許。…（中略）…參蒙恩已世襲錦衣衞指揮使、豈可復違制妄求。 』上曰、 『旣例不應襲、其已之。 』 」 （故人定襄伯郭嵩の子、指揮使郭参が奏上して襲爵を請うた。吏部が言うには 「郭参の祖父〔郭武〕の弟郭登は功を立てて伯に封ぜられた 郭登の死に際して跡継ぎがおらず郭参の父郭嵩が兄の子でありながら養子となって後を継ぎ の爵を世襲するに至ったが、これはその だけの特恩〔皇帝から賜る特殊な恩典〕であった。いま郭嵩の死に際して 常例では郭参が再び襲爵することは難しい かつ『諸司職掌』 〔朱元璋敕修の官職に関する大綱〕の公侯伯の項には弟や姪が後を継いで襲爵するという文は無い。そして兵部の現行の事例 は、凡そ軍職の跡継ぎが絶えた際には、その一族 人間がもし元々功を立てて職を授かった者の嫡流の子孫に繋がっ いれば、国 保証して を推薦すること 許される。傍系であれば許されない。…（中略）…郭参は恩恵を受けてすでに錦衣衛指揮使を世 て るのに、どうしてまた制度に違反して妄りに求めるべきだろうか。 」お上は言った、 「常例で襲爵 妥当でないとされるからにはこれ 停止する。 」 ）
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＊５
　
郭参の没年は不明であるが、 【郭参夫人李氏墓誌】に郭参の死
について言及が無いことから、李氏逝去（正徳二年〔一五〇七〕 ）以降のこととみられる。
郭良注
 年表は『明實錄』を基礎史料として作成した。
＊１
　【郭良墓誌】に拠る。
＊２
　
父郭昌の武定侯襲爵の経緯は『明實錄』 「英宗」巻三百二（天
順三年夏四月）辛巳 ・ 巻三百三（天順三年五月）丁未の項に拠る。
＊３
　【郭昌墓誌】に拠る。
＊４
　『毓慶勲懿集』巻四「跋」文
22B
～文
23B
李寅撰「跋郭氏家書」
（ 「成化十四年戊戌〔一四七八〕夏五月望日、 雲間李寅跋」と末記） 、文
23B
～文
24B
顧本撰「跋郭氏家書」 （ 「成化十五年龍集己亥〔一
四七九〕夏六月上浣、直文華殿承德郎太常寺丞、東呉顧本題于金臺官舎」と末記）により この頃郭良が『郭氏家書』なる書を周囲に供覧していたことがわかる。但し『郭氏家書』は郭良撰『郭氏家傳』と同一なのか、或いは郭勛刊『毓慶勲懿集』の前身のようなものだったのか判然としな 。
＊５
　『毓慶勲懿集』巻四「序」文
10A
～文
11B
湯珍撰「贈郭母許夫
人壽序」 （ 「成化二十二年歳次丙午〔一四八六〕正月旣望、賜進士第承德郎吏部文選司主事、秀水湯珍宗儒序」と末記）に「成化丙午月正五日、先武定侯夫人、今錦衣指揮使郭君存忠母許氏、其初度之辰也、今年壽六十」とある。こ とき王鏞・張泰・王純・王芹・胡晟・沈周が郭良に贈った「賀許太夫人壽」詩が『毓慶勲懿
集』巻四「詩」
33A
～
35A
に収録されている。
＊６
　
郭良が錦衣衛指揮僉事に復職を得た経緯について、 『明實錄』 「孝
宗」巻四十六（弘治三年〔一四九〇〕十二月）癸酉の項に母が貧しさから恩沢を乞うたためとある。
＊７
　
郭良が錦衣衛の事を任されるに至った経緯について、 『毓慶勲
懿集』巻四「序」文
12A
～文
14A
顧達撰「別郭存忠先生序」 （ 「弘
治五年歳在壬子〔一四九二〕夏六月望後一日、賜進士出身奉直大夫兵部車駕司員外郎、山陽顧達序」と末記）に「弘治庚戌、當試武舉、先生致首選、今將就大試、又豈復有居先生之上者哉」 （弘治庚戌〔三年、一四九〇〕 、武挙に参加するにあたり先生は第一名に選ばれました。いま大試〔武殿試のことか〕 赴かんとされておりますが、どうして先生の上をいく者がありましょう ）あり、 『明實錄』 「武宗」巻二十七（正徳二年〔一五〇七〕六月）戊子（郭良逝去の項）にも「其爲指揮 嘗當武舉、 推理衞事」 （彼は指揮の官にありながら、かつて武挙に登第 、推挙されて衛事にあたった）とあることか 弘治三年（一四九〇）に武挙に登第したことにより推挙されたことがわかる この時の様子は【郭良墓誌】 は以下のよう 陳述されている（ 『毓慶勲懿集』所収版に拠る） 。 「公之爲僉事也、嘗試武舉有名、然未甚顯。會錦衣闕員、兵部以公數人名上、孝宗御文華殿、親閲之 見公儀觀秀整、進對明暢、命莅衞事。毎侍衞扈從、必目屬焉」 （郭良公は僉事だった時、武挙に参加して名を馳せ が、著しく世に知られていたわけではなかった。錦衣衛に欠員があって兵部が郭良公 数名の
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名を上疏したところ、孝宗が文華殿に御して自らこれを閲し、郭良公の威儀が麗しく整い 受け答えが明快で流暢であるのを見て、衛事を統べるよう命じた。侍衛し扈従する時はいつも必ず目配せをした） 。またその職務につ て、 【郭良墓碑】には「嘗參預廷鞫、總都城溝涂 、兼督工修治、充殿試執事官」 （朝廷での鞫問に参与し、 の水溝・道路の事務を統べて修繕工事の監督を兼ね、殿試で執事官を担った）とある。
＊８
　【郭良墓誌】に「出勘長沙衞獄」 （長沙衛獄の調査へ行った）という事蹟が記載されている。その際に同行の一流士大夫らと交誼を結んだ様子 『毓慶勲懿集』巻四「詩」文重
34A
～文
35B
陳
璚撰「舟中三友記」 （ 「弘治丙辰〔九年、 一四九六〕冬十二月望日、賜進士中順大夫大理寺右少卿前兵科都給事中、長洲陳璚書」と末記）に陳述されている。また陳璚・呉寛・屠勲・沈周・張習・王鏊・沈翼・江瀾・楊守阯・喬宇・ 金 盧亨が郭 に贈った「舟中三友詩」が『毓慶勲懿集』巻四「 」
26
礼
1A
～
26
御
4A
）に
収録されている。続稿で論じる。
＊９
　『明實錄』 「孝宗」巻一百九十三（弘治十五年〔一五〇二〕十一月）丙戌の項は「命武靖
0
侯郭良効勇營坐營管操」とするが「武定
侯」の誤りであろう。 「効勇営」は成化二年（一四六六）十二月に復活した十二営 一つである。
＊
10　
右軍都督府僉事としての職務について【郭良墓誌】には「領京
營牧馬、勘薊州牧場地、捕北山賊屬若干人」 （京営を領して辺境へ赴き、
薊けい
州〔天津の北、 辺関の重鎮〕の牧地の実地調査を行い、
北山の賊とその眷属若干名を捕らえた）とある。
＊
11　
郭良は郭登撰 『郭氏家傳』 （原名 『郭氏族譜』 か／郭登注
11参照）
に『續編』一巻（郭昌・郭璡・郭嵩・郭顯奇・郭昌夫人戈氏の伝）を増補し、末尾に宗族図を附したという。このことは郭良撰「郭氏家傳序」 （ 「弘治甲子〔十七年、一五〇四〕秋七月朔旦、嗣元孫武定侯良、 齋沐拜首謹序」と末記）に陳述されている（民国版『臨淮郭氏族譜』 〔三公堂蔵版〕所収／所有者によりインターネット上で書影が公開されている〔
http://blog.sina.com
.cn/s/blog_
b15d44a40102vixb.htm
l ／二〇一六年九月三十日現在〕 ） 。刊刻し
たか抄本で供覧したかは不明であるが、 刊刻したのであれば、 『毓慶勲懿集』巻四「序」文
15B
～文重
15B
都穆撰「書郭氏家傳後」
（ 「弘治十七年甲子季冬朔旦、工部主事、前進士、呉郡都穆書」と末記）の存在から、弘治十七年（一五〇四）十二月頃 こ と推定される。
＊
12　『明實錄』には左参将を拝した詳しい経緯は記載されていないが、 【郭良墓誌】には「敵寇大同、命充左參將、尋命簡京營兵、別部以俟。公易置旗鼓嚴爲肄練、勇氣増倍、後不果行」 （敵が大同を侵略した際、左参将を拝し、ついで京営の兵の精鋭を選抜するよう命じられ、機動部隊として待機した。郭良公は旗や鼓 置き換えて〔様々な陣形を〕厳しく練兵 士気を鼓舞したが、ついには用いられずに終わった）とあ
＊
13　
注
11参照。
＊
14　【郭良墓誌】に拠る。
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郭勛注
 年表は『明實錄』を基礎史料として作成した。
＊１
　
郭勛の生年月日は史料に記載が無いが、 死期は 『明實錄』 「世宗」
巻二百六十七（嘉靖二十一年〔一五四二〕十月）乙酉（九日）の項に「郭勛死于獄」とあり、 享年は明 ・ 沈徳符撰『萬曆野獲編』 （中華書局排印本〔元明史料筆記叢刊〕 、一九五九年〕 ）巻五「勳戚、咸寧侯」に「郭勛死獄中、年六十八」とある。さらに『毓慶勲懿集』巻四「文、序」文
17B
～文
18B
徐志文撰「賀太保武定侯郭
公華誕序」 （郭勛の生辰を祝う内容）の末尾に署された日付が「正德十年歳次乙亥（一五一五）冬十月六日
0000
」であることから、生年
月日は成化十一年（一四七五）十月 日と推算される。
＊２
　
郭房の生年月日は【郭房墓誌】に「生弘治戊午（十一年、一四
九八）九 十七日」とある。郭房は生後 ヶ月後に母姚氏を亡くしてから祖母の元で育てられ、十九歳の時（正徳十一年か 魏国公の孫娘徐氏を娶り、正徳丙子（十一年、 一六）六月二十八日卒したという。
＊３
　
姚氏の生没年月日は【郭勛継室陳氏墓誌】に拠る。
＊４
　
陳氏の没年月日は【郭勛継室陳氏墓誌】に拠る。郭良の没年月
日等は【郭良墓碑】に拠る。
＊５
　
郭勛は武定侯を襲爵する直前の二月、沈文華をはじめとする士
大夫から祝いの詩を贈られた。 『毓慶勲懿集』巻四「序」文重15B
～文
17B
に沈文華による詩序「贈武定侯郭公旋京序」 、 『毓
慶勲懿集』巻四「詩」
35A
～
40A
に許元奎・張翰・孫錦・祝富・
呉
・喬縉・畢孝・李教・畢宗厚・祝嘉慶・江海・王昌らによる
詩「贈武定侯郭公世臣奉使旋京詩」が収められている。とりわけ張翰は後々まで郭勛との繋がりが見出されるため（注
17及び年譜
嘉靖十六年 文学・刻書」欄参照）年表に名を特記した（続稿で詳しく述べる） 。
＊６
　
母栢氏の没年月日は【郭良夫人栢氏墓誌銘】に拠る。
＊７
　『三家世典』 （注
13参照） 「正德七年、廣西梧州府北流、岑峇等
縣獞賊李通寶等…（中略）…攻刼城庫、殺虜軍民、肆行稔惡。勛會議鎭巡、分布文武副參方面等官、窮追極搗抵、其巢穴、生擒斬首一千餘名、 俘捉三千有餘、 及撫散安挿三千九百餘衆、 捷奏赴京 。
＊８
　『郭氏文獻集』は筆者未見。現佚かと思われるが、大儒湛若水による序文「郭氏文獻集序」 （正徳七年〔一五一二〕 ）が『甘泉先生文集外編』第二巻に収められて伝わる（嘉靖十五年聞人詮刻本／ 『儒藏』 「精華編」 二五三冊集部 〔北京大学出版社、 二〇〇九年〕 ） 。郭鎮・郭珎・郭良の詩を合わせて編纂した書らしい（続稿で詳しく述べる） 。ちなみに『毓慶勲懿集』巻四「詩」
50A
B
／
57B
謝
承挙「讀文獻集一首」と李孔修 讀文獻集」は『郭氏文獻集』を閲読した感想を賦した詩であ 。
＊９
　『毓慶勲懿集』巻四「文、 跋」文
25A
～文
26B 「跋總府題名記後」
（ 「大明正德八年歳在癸酉〔一五一三〕六月二十五日、賜進士出身翰林院編修國史經筵官、増城湛若水拜書」と末記） 、 「府題名、肇于今總督竹田林公舜舉・總鎭潘公世貞・總兵郭公世臣贊成之」 。
＊
10　
姚氏・陳氏に続く継室が趙氏であることは【郭守乾墓誌銘】及
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び『明實錄』 「世宗」巻四十九（嘉靖四年〔一五二五〕三月）壬戌の記載「○賜太子太保武定侯郭勛三代並再繼妻趙氏
00000
誥命」から
わかる。趙氏を娶った時期は『毓慶勲懿集』巻一冒頭の湛若水撰「毓慶勲懿集序」に「若昔太保爰命兩廣、將繼婚、有栢夫人之喪、不合卺、而行三年乃聚」 （以前太保〔郭勛〕が両広に命を受け、継室を娶ろうとしていたところ、栢夫人 の母〕が逝去したため、婚礼を行 べきではないとして、三年を経てようやく結婚した）とあることから、正徳九年（一五一四）と推算される。
＊
11　
この頃に張詡から贈られたとみられる詩が『毓慶勲懿集』巻四
「詩」
45B
～
48A
に二十首収録されている。続稿で論じる。
＊
12　『明史』巻一百八十七「列傳第七十五、陳金」 、 「 ［陳金、正德］十年再起、督兩廣軍務。府江賊王公珣等爲亂、金集諸道兵 偕總兵官郭勛等、 分六路討之、 斬公珣、 大有所俘獲 加少保太子太保」 。
『三家世典』 （注
13参照） 、 「正德十二年、廣西府江兩岸接連平樂・
陽朔・修仁・茘浦・富賀・懷集・求安・五屯等處猺獞猖獗 奏、蒙勑諭、調集湖廣・兩廣漢達官軍土兵 分布副總兵參將 都布接三司等官分爲七哨、尅期抵巢」 。
＊
13　『三家世典』は明の建国の勲臣、 中山王魏国公徐達 ・ 黔国公沐英 ・武定侯郭英についての歴履 勲功 出世の本末である。明鈔本国朝典故本が陝西省図書館に蔵される（ 『四庫全書存目叢書』史部第九十一冊にも所収） 。 書誌情報は拙著 『三國志演義成立史の研究』
（汲古書院、二〇一六年）三六・三七頁参照（六六～七〇頁に楊一清・周南・陳金・呉廷挙序跋） 。加えてその編纂を預かったの
は徐志文なる人物のようである（ 『毓慶勲懿集』巻四「序」文17B
～文
18B
徐志文撰「賀太保武定侯郭公華誕序」 、 「 〔余〕正德
甲戌南回、明年承公命至于蒼梧幕府、修其家傳」 〔私は正徳九年南へ帰り、翌年公の命に従い蒼梧の幕府へ赴き、その家伝を編纂した〕 ） 。続稿で詳しく述べる。
＊
14　『將鑑博議』は兵書。郭勛刻本は現佚とみられる。 『四庫全書總目』巻一百「兵家類存目」の「 『將鑑論斷』十巻 兩淮鹽政採進本」の項に郭勛刻本への言及があり、 「前有正德十年達賓序、 題曰『將鑑博議』 」という。詳しくは拙著『三國志演義成立史 研究』一一〇頁も参照されたい
＊
15　
注２参照。
＊
16　『毓慶勲懿集』八巻は武定侯郭氏に関わる歴世の文章・碑文・詩編等を収める書。台湾国立故宮博物院蔵（統一編号：平圖005888-005891
／管見は東京東洋文庫蔵の景照本〔請求番号：
Ⅱ
-10-D
-47 〕 ） 。書誌情報は拙著『三國志演義成立史の研究』三四・
三五頁参照（六三～六六頁に費宏・王瓉・湛若水序） 。
＊
17　『千金寶要』は医典。清末・楊守敬が日本の小島尚質（宝素）の下で目睹した『千金寶要』明刊本 正徳十一年（一五一六 郭勛序が付されてい という（楊守敬『日本訪書志 巻九「 『千金寶要』八巻明刊本」／詳しくは拙著『三國志演義成立史の研究』一一〇・一一一頁参照） 。この年に郭勛が 千金寶要』を刊刻したか（但し刊行主体が別である可能性も否定できない） 。ちなみに小島尚質が所蔵していた版本には嘉靖十 年（一五三七）陸深
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
一三六
序と同年張翰跋も付されていたというから、正徳十一年刻本の覆刻、或いは翻刻か。楊守敬が小島尚質所蔵本を影鈔した鈔本が台湾の国立故宮博物院に現蔵されており、国立故宮博物院ホームページ「善本古籍資料庫」 掲載 る書誌情報によると確かに郭勛序・陸深序・張翰跋を有すようである（統一編号：故觀001298-001299 ） 。
＊
18　
注
13参照。
＊
19　『三家世典』 （注
13参照）に附された序跋はいずれも正徳十年・
十一年のものであるが、正文の末尾に正徳十二年までの郭勛の両広での業績が記されていることから（現存本である国朝典故本） 、郭勛が自身の歴履を増補して帰京後に刊刻したの はないかと思われる。
＊
20　『白樂天詩集』四十巻は唐・白居易の詩集。東京都立中央図書館特別文庫室蔵（請求番号：特
8005 ） 。序文によれば陳金が両広
で入手したものを 譲り受けて刊刻に至ったとのことである。書誌情報は拙著『三國志演義成立史 研究』三七・三八頁参照（七〇頁に陳金序） 。続稿で刊行経緯について論ずる。
＊
21　『唐元次山文集』十巻『拾遺』一巻は唐・元結の詩集。中国国家図書館蔵 索書号 ：
02543
他三種） 、 台北国家図書館蔵（索書号 ：
402.42　
09603 ） 。 『四部叢刊』 （商務印書館）に影印がある。書誌
情報は拙著『三國志演義成立史の研究』三九・四〇頁参照（七一頁に湛若水序） 。
＊
22　『白樂天文集』三十六巻は唐・白居易の文集。日本宮城県図書
館蔵（請求番号 ： 養賢堂文庫
40026 ） 、 中国国家図書館蔵（索書号 ：
11495 ） がある。書誌情報は拙著 『三國志演義成立史の研究』 四〇 ・
四一頁参照（七一・七二頁に王瓉序） 。
＊
23　『詩韻釋義』不分巻は字を韻ごとに分類し、各字に釈義を付した字書。中国国家図書館蔵（索書号：
02507 ） 。題署に「江東雪厓
老人集／關西脩髯子釋義」とある。 誌情報は拙著『三國志演義成立史の研究』四一・四二頁参照（七二・七三頁に楊一渶序） 。
＊
24　
この時の経筵官には弘治十八年の進士の名が連なっている（顧
鼎臣・菫玘・翟鑾・厳嵩） 。郭勛はこの頃から彼らと徒党を組んでいたのではないかと思われる
＊
25　『三國志演義』の所謂嘉靖壬午序本（上海図書館等蔵）冒頭に置かれる「關中修髯子」による「三國志通俗演 引」 「嘉靖壬午
〔元年、一五二二〕孟夏〔四月〕吉望〔十五日か〕關中修髯子書于居易草亭」と末記）は、郭勛が『三國志演義』を刊刻した際に著したものとみられる （主要な根拠は郭勛の家刻本 『詩韻釋義』 （注
23参照）の題署に「關西脩髯子釋義」とあること） 。詳しくは拙
著『三國志演義成立史の研究』序章「諸版本の体裁から見た刊行経緯と受容のあり方」を参照された 。
＊
26　
軍務に関する七事の奏上には、太僕寺が馬の耳を割いて目印と
するのを禁止すること（京営の馬と混じってしまうため） 、馬の建康のため糟粕（酒の絞り滓）を飼料としてやるのを禁ずるといった細やかな決まりや、舎人の十五歳以上 者に新たに指揮以下の武官を世襲させ、選抜して京営 武学で学ばせて将才を養い
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成績の良い者の歳貢を一部免除して鼓舞することといった条があり、軍政に精通していた様子がうかがわれる（ 『明實錄』 「世宗」巻四十五〔嘉靖三年十一月〕丙戌「○提督團營武定侯郭勛條上七事」の項参照） 。
＊
27　「大礼の議」は、正徳十六年（一五二一）に武宗が世嗣の無いまま崩御したため、その母太后張氏が大学士楊廷和と商議して外藩（安陸〔現湖北省鐘祥市〕 ）から武宗の従弟にあたる朱厚熜
（世
宗嘉靖帝）を招き入れ、皇室の嫡流を守るために世宗の生父朱祐杬と生母蔣氏に「伯父 ・ 「伯母」と尊号させ、武宗の父孝宗弘治帝に「皇考」 皇帝の父） 、太后張氏に「聖母」 （皇帝の母）と尊号させよう したこと 端を発する。世宗は自身の生父母に「皇考」 ・ 「聖母」と尊号、孝宗と太后張氏に「伯父」 ・ 「伯母」と尊号するよう主張し、嘉靖三年 一五二四 に決議を下し、楊廷和ら多くの朝臣を罷免 た。世宗の父朱祐杬 世宗が 正統な帝位継承者」となれば、孝宗・武宗は暗に「不当な帝位継承者」ということになり、孝宗の皇后であり武 の母である太后張氏の宮中での立場も不利になったものとみられる。世宗からすれば傍系でありながら朝廷 おける実権を手中に収め、張氏らを牽制することに成功したといえる。郭勛とその徒党（張璁・桂萼・厳嵩・霍韜等）はみな大礼の議で世宗の主張を支持し、その後寵愛を得ることとなった。
＊
28　
注
31参照。
＊
29　
注
31参照。
＊
30　「班軍」とは明代の軍事制度で、各衛の軍が順番に京営へ赴いて操練を行うこと。
＊
31　「李福達の獄」とは、郭勛 家に出入りしていた張寅という者が謀反を謀った首領李福達と同一人物であるとして郭勛が逆賊を匿った罪により弾劾されるも、機に乗じて敵対する朝臣らを排斥しようとした兵部左侍郎張璁・吏部左侍郎桂萼らの援けを得て不問となった事件である。都察院左都御史
聶じょう
賢けん
らの奏上によると、
山西太原府崞県人の李福達なる者は初め王良・李鉞と反乱を謀ったことにより山丹衛に送られたが、 逃げ帰って李五と名を変えた。また捕らえられて 海 へ 逃げ帰り、陝西洛川県に身を寄せて弥勒仏教を謳って衆を惑わし一財を築いた。のち手下の邵進禄にその地を任せて家族と もに故郷山西へ帰っ が 邵進禄は一揆等の不法行為により官兵に捕らえられるとその首謀者が李五であると供述し 。李五はそれを聞いて五台県へ逃亡し、名を張寅と変え、山西徐溝県同戈鎮の辺り 行き来していた。のち財をたよりに都へやって来て密かに匠籍（工匠の戸籍）を購い、賄賂を用いて山西太原衛指揮使 官 得、子の大仁・大義・大礼も官府・宦官の下で工匠となった。練炭術や薬の調合を心得ていると詐って武定侯郭勛の家へ出入りし懇意にしていたが、踪跡露わになったため同戈鎮に帰った ころ、 仇敵の薛良に見つかり、彼を恐れてまた都へ亡命した。時にその子大義・大礼は官司に捕らえられて処罰されていた。張寅は進退窮ま 郭勛に賄賂を送り、巡按御史馬録への便宜をはかる う頼んだ。郭勛は馬録に書
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を送ったが、馬録は従わず、 「逆賊李福達は妻子まで連座させるべきである」という罪案を提出し、 「世々の勲戚でありながら逆賊と通じた」として郭勛を罰しようとした。世宗は李福達親子については死刑と財産没収を命じ、郭勛については罪を自省したことを鑑み 宥恕し 。これに対し給事中程輅・劉琦・王科らが郭勛の処罰は不十分であるとして異議を唱えた（以上『明實錄』 「世宗」巻六十六〔嘉靖五年七月〕乙酉参照） 。
　　
　
さらに嘉靖五年十二月、山西巡撫都御史江潮・巡按御史馬録・
兵科給事中鄭自璧らと給事中秦祐・常泰・試御史
邵しょう
豳ひん
らが各自
上疏して、郭勛は逆賊李福達と交誼を結び国法を蔑ろにしたと糾弾した。疏が関係する諸司に下されると給事中張逵も の逆罪を許すべきではないと弾劾した。ここに至り世宗も本腰 入れた調査 命じる（以上『明實錄』 「世宗」巻七十一〔嘉靖五年十二月〕甲戌参照） 。
　　
　
この獄に決着がついたのは嘉靖六年（一 二七）九月である。
李五の仇敵、薛良ら三十人がみな張寅の顔を指さして逆賊李福達と同一人物であると答えたため、 張寅は李福達であると認められ、それ 通じた郭勛の罪も問われ ことと った。そこで刑部尚書顔がんいじゅ
頤寿らが江潮・馬録の主張の通りに罪案を決定したが、世宗は
審議が不十分であるとして顔頤寿らを責めた。大学士楊一清 諫言を受けて廷臣に再議させたところ、顔頤寿らは罪案を改め、張寅のみ 斬首として子の大義らは連座させぬこととした。罪案が覆ったことに世宗は 満を示し、さらに廷鞫を行わせたところ、
そもそも薛良は私怨から張寅が謀反の首領李福達と同一人物であると妄りに訴えたのであり、 張寅に罪は無いという罪案となった。世宗は捜査の不備と罪案が次々覆ることに怒り、張璁・桂萼・方献夫に三法司を委ねて審議を行わせた。桂萼が馬録宅を捜査し、篋中より大学士賈詠・御史張英・都御史張仲賢・大理寺丞汪淵工部侍郎閔
びんかい
楷の密書を発見すると、世宗は賈詠らの密書について
追究した。次に桂萼は徒党を組んで張寅一族を陥れ滅ぼさんとしたとして給事中常泰 ・ 劉琦、員外郎劉仕、左使馬録、給事中王科 ・鄭一鵬・秦祐・沈漢・程輅、評事杜鸞、南道御史姚鳴鳳・潘荘・戚雄らを弾劾、李福達の件にかこつけて郭勛を逆賊と称し陥れようとしたとして給事中張逵・御史高世魁・郎中司馬相 弾劾し桂萼はさらに、逆賊李福達の戸籍簿上の年齢と張寅の年齢が 致しないことか 両者は別人物であると主張し、馬録らが妄りに郭勛を弾劾したこ の罪を追究 た。ついに世宗は薛良ら 死罪、原問官李璋らを辺境へ流刑、郭勛を弾劾した者達を罷免した 閑住を命じ、馬録については張寅と 陥れようとした首謀者として本人及び子まで死罪にしよう たが 大学士楊一清 諫言によりとどまり、辺境への流刑 した（以上『明實錄』 「世宗」巻八十〔嘉靖六年九月〕壬午の項 拠る） 。
＊
32　
嘉靖七年、郭勛は太監張永・兵部尚書李承勛と険悪になった。
張永は字徳延、号守庵、保定新城（現河北省高碑店市）の 、成化十一年（一四七五）に宦官となり成化・弘治・正徳・嘉靖四朝に仕えた人物である （楊一清撰 「大明故司礼監太監張公墓誌銘」 〔
明朝勲戚武定侯郭氏と文学―家譜・年譜―
一三九
永墓誌銘〕に拠る〔胡丹輯考『明代宦官史料長編』一四八九～九二頁、 鳳凰出版社、 二〇一四年〕 ） 。李承勛は字立卿、 湖江嘉魚（現湖北省咸寧市嘉魚県）の人、弘治六年（一四九三）の進士で、嘉靖六年からは兵部尚書を掌った（ 『明史』巻 百 十九「列傳八十七、 李承勛」 等に拠る） 。正徳十六年の世宗即位直後から団営 （京軍）の提督総兵官（長官）にあたっていた郭勛と、嘉靖六年に団営提督（監察官）に任じられた張永・李承勛との間に軋轢が生じたのである。年譜中に記載する把総湯清の処遇を巡る争いもその一端であろう。
　　
　
ちなみにこの対立の中で郭勛を支持した霍韜は、字渭先、号兀
こつ
崖がい
、南海県石頭郷（現広東省仏山市石湾区）の人、正徳九年（一
五一四）の会試の第一名で、大礼の議の際に張璁・桂萼 郭勛と共に世宗の主張を支持し、礼部侍郎へと破格の昇進を遂げた人物である（ 『明史』巻 百九十七「列傳第八十五、霍韜」 。嘉靖七年に郭勛と李承勛 朝廷で論争 た際、彼が郭勛 加勢した様子が『明實錄』 「 」巻九十七〔嘉靖八年正月〕戊寅 項に語られている。 「 ［上曰」方去年勛與張永爭辯時 韜遂責李承勛曰、 『汝却不與郭勛同扶持、反與張永同邪、謂何。 』問於蕚。而蕚知其嫉承勛、面 之曰、 『張永能體勑諭、修舉戎務、故李承勛與之同。郭勛深忌永、每事自專、故李承勛不爲之同。 』韜意猶未解 復曰『郭勛雖不才、 然昔日助我輩議禮焉。可不爲之相持哉。 』蕚曰、 『以此看來李承 專爲我輩、於朝廷之計、全不以副 可乎。 』韜遂無言答」 （世宗は言った 「昨年〔嘉靖七年〕郭 と張永が し
際、霍韜は李承勛を責めて言った、 『おまえは郭勛と助け合わず、張永と共に邪を行っている、どうしてだ。 』私は〔その意図を〕桂萼に尋ねた。桂萼は霍韜が李承勛を妬んでいることを知っており、霍韜 向かって言った、 『張永は勅諭をよく実行し、兵務にもよく当たっている め、李承勛は彼に与しているのだ。郭勛張永を深 嫌っており 何をするにつけ自分勝手であ ため、李承勛は彼に与しないのだ』と。霍韜はまだ納得せず、さらに言った、 『郭勛は不才であるとはいえ、昔我らの大礼の議〔 の主張〕を助けてくれたではないか。彼のため 手助けするべきではないか』と。桂萼は言った、 『この点から言 ば李承勛は完全 我々の仲間だ〔李承勛も大礼の議で世宗の主張を支持したか〕 。朝廷の政務において彼を全く助けないでい ものか』と。かくて霍韜は答える言葉を無くした」 ） 。霍韜は 後も郭勛 阿附を続ける（注
35・注
37・注
57参照） 。
　　
　
また郭勛は張永と確執を生じたことにより、張永と懇意にして
いた大学士楊一清との間にも軋轢を生じた（注
34参照） 。そもそ
も楊一清はこの頃張璁・桂萼と対立していたため、その徒党である郭勛とも対立したのは自然なこ かも れない。嘉靖七年頃朝廷内は、 ・張永・李承勛と、張璁・桂萼・郭勛・ が対立する図式ができていたといえる。
＊
33　『明實錄』 「世宗」巻九十八（嘉靖八年二月）戊寅の項記載の世宗の言葉に「又朕記憶去歳言官嘗謂姻連戚里、指其與陳萬言爲親也」 （朕が記憶 ところ は、言官〔諫官〕が去年〔嘉靖七年、
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一五二八〕外戚の婚姻関係の事に言及したことがあるが、郭勛と陳万言が縁組みをしたという内容であった）とある。しかしこの他に郭勛と陳万言の姻 関係を示す記録は見つからず、詳細は不明である。
＊
34　
世宗が前月（嘉靖七年十二月）に逝去した太監張永（団営提督）
に替わる代務者を大学士楊一清に推挙させたところ、楊一清は太監黄錦・王
おうちょ
竚を推挙し、且つ「近頃武定侯郭勛のために営の政が
妨害されています、 贈賄を戒めるようお願いします」 と請うた （ 『明實錄』 「世宗」巻九十七〔嘉靖八年正月 丁未） 。昨年から続く派閥の紛擾（注
32参照）はこの後も続き、翌月には郭勛・張璁・桂
萼・霍韜らに及ぶ大獄が起こりかねないところであった（注
35参
照） 。
＊
35　
嘉靖八年二月十二日、世宗は巡按御史趙鏜の奏上により郭勛が
錦衣衛の罪人金輅から賄賂を受け取って彼を助けた事件を知り、朝命を蔑ろにしたとして詰問した。郭勛が強弁したため、世宗が怒り法司に罪案を審議させるよう伝旨を命じたところ、大学士楊一清が閣臣に郭勛の徒党がいるため審議が行えない して世宗に直接の裁決を請うた（楊一清はこれまでの確執〔注
32・ 注
34参照〕
から暗に張璁・桂萼を譏ったので ないかと思われる） 。これに対し世宗は「そなたも郭勛の行いが道理に反していると言っていたではないか（注
34参照） 。郭勛の過ちはこれだけではない。み
なに暴かせて郭勛の心を服従させねばならない 張璁・桂萼・霍韜らは大礼の議の件で郭勛と投合した めに、この と〔＝郭勛
の暴挙〕に目が効かなくなっているのだ」と言い、罰を郭勛一人にとどめて郭勛と関わりのある者達を保護するようにと張璁に勅諭し、大獄を避けた。
＊
36　
給事中趙廷端は翌嘉靖九年（一五三〇）四月に楊一清が張永か
ら収賄した罪を問われながら宥恕された際にもその処遇に不満を申し立て、楊一清 罷免・閑住に追い込んでいる（ 『明實錄』 「世宗」巻一百十二〔嘉靖九年四月〕丙寅） 。郭勛・張璁・桂萼らの徒党に与してたのではないかと思われる
＊
37　
楊一清が郭勛の徒党と対立していたことは注
32・注
34・注
35で
述べた所であるが、嘉靖八年八月二十三日には霍韜より「若楊一清之姦贓罪狀、則難以盡言、如納張永之饋而爲之引薦、受蕭敬之饋而爲其家人求校尉、 此猶可言」 （楊一清 収賄の罪状はというと、言い尽くすのが難しいほどです。張永からの賄賂を納めて彼を引き立てたこと、何度も太監蕭敬からの賄賂を受け取りその家族校尉の官を与えるよう求めたことなどはまだいい方です） 弾劾された（ 『明實錄』 「世宗」巻一百四〔嘉靖八年八月〕丙戌） 。さらにこの頃、張永の使用人であっ 朱継宗がその遺産を横領 ていることを張永の兄張富より非難され めに、 「張永は朱宸濠の乱平定のために江西へ赴 た際（正徳十四年 一五一九）朱宸濠の金庫から金二千両を盗み、その半分を楊一清に贈賄し弟容と兄 張富に官職を与えるよう求め 」と奏上し、却って張富らを弾劾した（ 『明實錄』 「世宗」巻一百十二〔嘉靖九年四月〕丙寅） 。この件について『明實錄』 「世宗」巻一百六十九〔嘉靖十三
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年十一月〕辛巳の項には、実は郭勛が楊一清を陥れる機会を狙っており、霍韜による弾劾 乗じて朱継宗に流言を流させたのだというが、真偽のほどは不明であり 郭勛の暗躍について信憑性に足る記録 残っていると いえない。かくて嘉靖九年 （一五三〇）四月七日、楊一清は「往在陝西與鎭守太監張永同事相善。永之廢而復用也、一清有力馬。及永歿、復爲作誌、而永弟容乞恩、得陞錦衣衞指揮僉事、兄富爲副千戸。…（中略）…詔下法司推鞫、廉得永存日、餽一清生日賀禮金百兩、及容求文折儀銀二百兩」として収賄の罪により罷免・閑住を命じられた（ 『明實錄』 「世宗」巻一百十二〔嘉靖九年 〕丙寅） 。
＊
38　「孚敬」は張璁が世宗より賜って改名した名。
＊
39　
太常寺卿彭澤は郭勛と懇意の人物であった。明・王世貞撰『弇
州史料後集』巻三十六「縉紳轟飮」には彭澤が郭勛の邸を訪れて酒を飲み交わした様子が以下のように陳述されている。 「刑部有張照磨者、 …（中略）…乏糧、 晨貸於團營帥武定侯郭勛 方就坐、而報大司馬彭公澤來訪。侯出迎之、張避所。彭公忽謂侯 『今釀若何、小勝於舊』 。已而起曰、 『幸尚早、能小嘗否』 。曰、 『佳。 』延之別室」 （明万暦四十二年刻本／『四庫禁燬書叢刊』史部五十冊一八頁下～一九頁上〔北京出版社、一九九七年〕 ） 。彭澤が少詹事夏言・給事中孫応奎を陥れようとしたというこの事件で郭勛は調査官に任じられており、彭澤は山西行都司で充軍の命を下されたのであるが、この三ヶ月後に孫応奎が郭勛を「奸悪」と弾劾していることを鑑みると、郭勛も彭澤に与して孫応奎らを貶めよう
としたのではないかと思われる。
＊
40　
無逸殿は、夏言が世宗に親
しん
蚕さん
礼（皇后が妃嬪を率いて蚕神縲
るいそ
祖
を祀り、蚕を養い、国民が紡績に勤め よう鼓舞する儀礼）を行うよう上疏したことを受けて、西苑 造営された先
せんさん
蚕壇、及び土
谷壇（帝社稷壇）一帯の称である。
＊
41　
泰神殿は皇天上帝と皇帝の祖宗の神主（牌）を安置する場所。
嘉靖十七年には「皇穹宇」と改名される。
＊
42　『雍熙樂府』は曲選。郭勛による初刻本（所謂嘉靖辛卯刻本）は台北国家図書館蔵（索書号：
407.212　
15012 ） 、台湾国立故宮
博物院蔵（統一編号：平圖
019797-019836 〔目録は嘉靖丙寅年刊
本と誤る〕 ） 、北京大学図書館蔵（索書号：
907 ） ・日本大阪府立中
之島図書館蔵（請求番号：甲漢
30 ） 。書誌情報は拙著『三國志演
義成立史の研究』五六・五七頁（七三・七四頁に王言序）を参照されたい。
＊
43　
欽安殿には道教の北方神玄天上帝が祀られる。世宗は道教を厚
く信仰しておりその重修を行った。
＊
44　
世宗は嘉靖十三年（一五三四） 、累朝及び恭
睿えい
献皇帝（生父朱
祐杬）の「宝訓」及び「実録」の重書に着手し、嘉靖十五年に成る。この事業の総監督は郭勛であった。
＊
45　
世宗はその治世の前半、大規模な礼制改革を行った。太廟の改
建もその一つである。北京の太廟は永楽十八年（一四二〇）成祖により創建され、弘治四年（一四九一）孝宗が寝殿の後ろに祧廟（皇帝の遠い祖先を祀る）を建造し、嘉靖十四年～十五年（一五
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三五～三六）世宗により独立する九廟に改築された。しかし嘉靖二十年（一五四一）九廟は世宗父睿宗の祀廟を残して全焼 た。世宗は嘉靖二十二年（一五四三）から翌年にかけて太廟を原型通り一廟に再建した。
＊
46　
張瓉は後々まで郭勛と徒党を組んだ人物である。字は廷献、直
隷滄州の人、 戸籍は府軍左衛の官籍 （ 『明清進士題名碑錄索引』 〔上海古籍出版社、 九八〇年〕に依拠） 。嘉靖十四年（一五三五）正月に兵部左侍郎兼都察院左僉都御史、総督両広軍務兼理巡撫を拝し、同年三月に兵部尚書 昇進 （ 『明實錄』 「 」巻一百七十一〔嘉靖十四年正月〕丙寅／「世宗」巻一百七十三〔嘉靖十四年三月〕甲申） 。両広の軍務繋がりで郭勛と関係があったか。嘉靖二十年（ 五四一）郭勛 獄の際には 兵部尚書張瓚阿附郭勛。 自纍世通家」 （兵部尚書張瓉は郭勛 与している。 〔彼らは〕 代々交誼の深い家門だ）などと弾劾された（ 『明實錄』 「世宗」巻二百五十四〔嘉靖二十年十 己未
＊
47　
武学の改建・改制に際して礼部・工部が提出した議案の要旨を
以下にまとめる。 （一）殿堂を建てる。 （二）各府から掌印僉書の侯伯、各営から将官二、三十名を選出し、毎月三・十三・二十三日に堂で兵書等を講義させ 八・十八・二十八日 武藝を演習させる。仲冬（十一月）にはお上に講武 へ駕御 ていただき大閲礼（閲兵式）を行い、将帥を試験し賞罰を与える。 （三 古今の軍事家の廟を崇め祀る（唐制〔唐粛宗 代〕に倣い武成王廟を建て、太公呂望を宗とし、漢唐以降の名将である孫武・呉起・司馬
穰苴・尉繚子・黄石公・張良・韓信・李広・趙充国・諸葛亮・鄧禹・馮異 関羽・張飛・李靖・李勣・郭子儀・曹彬・韓世忠・岳飛、本朝の徐達・常遇春・張玉 湯和を共に祀り、毎年春と秋に祭礼を行う。 （四）十一月の大閲礼の他、二月・五月・八月の望日〔十五日〕に弓馬・兵略を関係部署が厳格に校閲して成績を記録し、 成績優秀者のみ推挙して官に充てる。以上 『明實錄』 「世宗」巻一百八十六（嘉靖十五年四月 甲午の項に拠る。
＊
48　
郭勛が奏上した三事は以下の通り。 「一：清漕卒許載貨物、以
通下情。一：請餘鹽盡輸塞下、以實邊儲。一：請復設礦課、以助工費」 （一：漕卒〔穀物など 運ぶ士兵〕が貨物・宝物を運搬している実情を調査・監視し、下々の状況に通暁すべきです。一：余っ 塩を北辺に運び、辺境防備 兵糧・物資の備蓄を充実させて下さ 。一：礦課〔塩税・鉄税〕を再び設置し、工費〔この時行われていた太廟改建や世宗陵墓造営及び七陵修工 費用〕を補助して下さい） 以上『明實錄』 「世宗」巻一百八十九（嘉靖十五年七月）庚申の項に拠る。
＊
49　
清・楊守敬が日本の小島尚質（宝素）のもとで影鈔した鈔本が
台湾国立故宮博物院に蔵され （注
17参照） 。
＊
50　
明・鄭暁撰『今言』巻一「九十二」に「嘉靖十六年、郭勛欲進
祀其立功之祖武定侯英於太廟、乃倣『三國志俗説』及『水滸傳』爲『國朝英烈記』 」 （嘉靖十六年、郭勛はその功を立てた祖先である武定侯郭英を太廟に移して祀らんと欲した。そこで「三國志俗説」や『水滸傳』 模倣して『國朝英烈記』を成した）／明・沈
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徳符撰『萬曆野獲編』巻五「勳戚、郭勳冒功」に「今俗説『英烈傳』一書、皆勳所自造」 （いま俗に謂う『英烈傳』なる書は、みな郭勛が自分で創ったものである）／明・陳建輯、明・沈国元訂『皇明從信錄』巻三十「丁酉、嘉靖十六年、正月癸卯」の「○進武定侯郭英配享太廟」の條に「至是武定侯郭勛、欲進其立功之祖英於太廟、乃倣三國志俗説及『水滸傳』 、爲『國朝英烈記』 」 （訳は『今言』とほぼ同じ）とある。前後の文は拙著 三國志演義成立史の研究』五九～六一頁、 〇八～一一〇頁に引用したので参照されたい。
＊
51　
永楽帝の謚号改変について、郭勛にまつわる以下のような話が
ある。長陵（永楽帝とその皇后徐氏の合葬墓、北京市昌平区天寿山に位置）を謁陵した世宗は、新たな謚号を木に彫って碑 上に加えるよう命じた。これについて郭勛は 「以爲宜盡礲舊字更書之、可以垂永久」 （元の字を磨き削って書き直せばよろしかろうと存じます、そうすれば永久に残すことができます）と上疏 た。世宗は「元来の号を削り傷つけるなどと うことは朕には忍びなくてできぬ」 と機嫌を損ね、 礼部と翰林院に会議させた。礼部も 「郭勛は的外れな事を言って、自分が礼 失していることに気づいていない」と覆言し、世宗の原案通り行われる ととなった。以上『明實錄』 「世宗」巻二百十七（嘉靖十七年十月）乙巳の項に拠る。
＊
52　「題主」とは神主（木製の位牌）を作製する際まず表面に「□□之神王」と書いておき、続いて名望のある者が「王」の字の上に朱筆で点を加え「主」とする儀式。 「点主」とも称す。
＊
53　
世宗は前年（嘉靖十七年〔一五三八〕 ）十二月に逝去した母蔣
氏の埋葬について、北京天寿山の長陵（永楽帝陵墓）の西南、大峪山に新陵を建造し、父睿宗の梓宮を安陸 現湖北省鐘祥市）純徳山の顕陵から運ばせて合葬すると決め、郭勛と大学士夏言・顧鼎臣の三人に 墓造営の総督を命じたが、顕陵に母を合葬すべきではないかと迷いを生じ、錦衣衛指揮趙俊に顕陵を視察して来るよう命じた。そしてその帰りも待たず 嘉靖十八年（一五三九）元旦の夜、顕陵への合葬を郭勛に面諭 礼部へ伝旨させた。二月からは自ら顕陵を視察するため南巡を決行し 顕陵への合葬を策定した。
＊
54　
世宗は母蔣氏の埋葬地問題から顕陵視察のための南巡を決行し
た（注
53参照） 。郭勛もこの南巡に扈従し様々な恩沢を受けた。
その様子は『明實錄』 「世宗」巻二百二十二（嘉靖十八年〔一五三九〕三月）庚午の項に「以諸王所獻馬匹・金幣、頒賜扈從大臣翊國公郭勛・駙馬都尉崔元・大學士夏言・禮部尚書嚴嵩」 （諸王が献上した馬や金・幣を、扈従の大臣翊国公郭勛 駙馬都尉崔元・大学士夏言・礼部尚書厳嵩に分け与えた） 、同書「世宗」巻二百二十三（嘉靖十八年四月）庚戌の項に「都護副將軍朱希忠、以扈從時曾荷特旨得肩輿以行、 因援大將軍郭勛例、 請以爲常。上許之、不爲例」 （都護副将軍朱希忠が、 〔臣下が〕扈従する時に かつては特別な詔令を賜り、御駕の輿と並んで進むことを許されたことや、大将軍郭勛の例を引用し、これを常例とするよう請う 。お上はこれ〔＝並んで進むこと〕を許 が、 常例とはしなかった）
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とあることからもうかがわれる。
＊
55　
郭勛が范欽らを弾劾して罷免・停俸に追い込んだ件について、
『明實錄』 （ 「世宗」 巻二百二十六 〔嘉靖十八年七月〕 癸未） には 「大工を遅延させた」と記されるだけで「大工」が何の施工を指すのか不明確であるが、この年正月（ 「世宗」巻二百二十）己卯の項に「奉先殿成、陞賞劾
（ママ）
勞諸臣。武定侯郭勛…（中略）…賞銀八十
兩・綵款五表裏。…（中略）…郎中范欽等、誥勑房辦事」とあることから、奉先殿の施工で両者に接点があったこと うかがわれる。ちなみに范欽は以後も郭勛に関心を持ってい らしく、後に郭勛の獄に関わる奏文を採録した『奏進郭勛案狀』 原名『武定侯郭勛招供』 ）を著している（范欽の蔵書楼であった寧波の天一閣文物保管所現蔵。刑科都給事中高時の奏文二篇・江西道監察御史童漢の奏文一篇・刑部等の奏文三篇・世宗 聖旨数篇 収録。筆者は実物未見） 。また、天一閣には郭勛・郭武・郭登の詩集『郭氏聯珠集』も保存されている（郭嵩 附夫人孫氏注２参照） 。
＊
56　
嘉靖九年に「泰神殿」として建造された圜丘（天壇）の正殿は、
嘉靖十四年に改建されて「皇穹宇」と改名された。
＊
57　
霍韜が郭勛と徒党を組んでいたことは注
32・注
34・注
35・注
37
に述べた所である。この時にも郭勛と結託して夏言を攻撃した。翌嘉靖十九年十月に霍韜は卒するが、郭勛と夏言は変わ ず憎み合ったという（ 『明史』巻一百九十六「列傳第八十四 夏言」 、 「而霍韜入掌詹事府、數修怨、以郭勛與言有隙、結令助已。三人日相搆。旣而韜死、言・勛交惡自若」 ） 。
＊
58　『明實錄』 本文は 「戊寅」 の日とするが 「戊申」 の誤であろう （ 「世宗」巻二百二十七〔嘉靖十八年閏七月〕戊寅） 。
＊
59　
郭勛が奏上した辺境政務についての五事の要旨を以下にまとめ
る。 （一） かつて鎮守の内臣の不動産であった辺境の田畑を総兵官 ・副参・遊撃官等に分け与え、人を集めて小作させ、略奪や占拠の無いよう撫按官に監視させ ください（ちなみにこの条については翌嘉靖二十年の四月に実施される） 。 一）糧食運搬の士卒に特産品四十石を共載させて道中の資とす ことを慣例として許していますが、近頃これを襲撃する者が増え おりますのでこの慣例を禁じてください。 （一）大同・宣府・遼東の各巡撫官に山東・河南等處の滞納税を督促させてください。 （一）近頃長江の南北に設置された儹運主事五人を川沿いに配備して窃盗を監視させ、もし窃盗があ ば京通二倉（京城・通州〔北京市東南部、京杭大運河の北端〕に設置された つの糧倉の総称）に護送させるようにしてください。 （一）行巡塩御史に運司を厳しく監視させ、余塩を私販せず官塩を増やすよう努めさせてくださ
＊
60　
 郭勛は以下のように上言して文臣を批判している。 「將臣雖以
善戰爲勇、亦以相機爲智。而文臣不諳軍旅、但驅之使戰、或待以苛禮、或繩以文法、至於誣死」 （将臣〔武臣〕は戦 にたけることを勇〔＝いさましさ〕とみな 、臨機応変であることを智〔＝賢さ〕とみなす。しか 文臣は戦 事に熟達しておらず、ただ人〔＝武臣〕を遠くへ馳せさせ戦わせるだけである。或いはこまごまとした礼式で以て〔武臣に〕対したり、或いは厳しい法律で以
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て〔武臣の〕誤りを咎めたりして、果ては誣告によって死に追いやることまである） 。以上『明實錄』 「世宗」巻二百三十六〔嘉靖十九年四月〕癸未 項に拠る。
＊
61　『明實錄』は「款朝用」とするが『明史』は「段朝用」とする。
＊
62　
沙河行宮城は現北京市昌平区沙河鎮に位置し、皇帝や皇后、嬪
妃が謁陵 ・ 巡狩す 際の駐屯地である。成祖永楽帝による始建で、正統年間に水害のため損壊し、世宗が嘉靖十七年から十九年にかけて再建した。
＊
63　『明實錄』は「平江伯陳鏸」とするが「遂安伯陳鏸」の誤りであろう（ 「世宗」巻二百三十八〔嘉靖十九年六月〕乙酉） 。平江伯は陳圭で、この頃儀礼に関わっていたという記載は無い。
＊
64　『雍熙樂府』については注
42参照。楚王朱顕熔による覆刻本に
ついては拙著『三國志演義成立史の研究』一二一・一二二頁注
46
「②嘉靖庚子（十九年、一五四〇）序を持つ所謂『嘉靖庚子年楚藩刻本』 」にも述べている。
＊
65　
戸科給事中朱憲章・山西道監察御史金燦が陵工の施工にあたる
官員の不正を訴えた件は『明實錄』 「世宗」巻二百四十四（嘉靖二十年〔一五四一〕正月）丁巳の項に記載がある。軍役の検問を命じる勅を郭勛が長らく受け取らなかった件は『明實錄』 「世宗」巻二百五十三（嘉靖二十年〔一五四一〕九月）乙未 ○翊國公郭勛有罪下詔獄」の項に記載がある。
＊
66　
嘉靖二十年（一五四一）四月五日の夕べ、 太廟に火災が発生し、
九廟は睿宗廟（世宗父の祀廟）を残してみな焼け落ち、成廟・仁
廟の神主を焼失するという事態に至った。世宗はこれを上天の降した戒めとみなし、大臣らも次々と辞職を請うて自劾した。
＊
67　
聶賢は嘉靖五年七月の李福達の事案でも郭勛を弾劾しており
（注
31参照） 、郭勛と交誼があったという張延齢が嘉靖十二年（一
五三三）十月に収監された際、 「不軌の罪」を強調し のも彼であった（注
75参照） 。常に郭勛と対立する立場にあったものとみ
える。
＊
68　
戚賢による弾劾の内容は『明實錄』 「世宗」巻二百五十三（嘉
靖二十年〔一五四一〕九月）乙未「○翊國公郭勛有罪下詔獄」の記載に拠る。
＊
69　
郭勛はこの頃病を理由に出仕していなかった。同時期、郭勛と
確執のあった大学士夏言も病と称して休暇をとってい （二人の確執については注
57参照） 。二人の病に疑念を抱いた世宗に対し、
郭勛を嫌って た駙馬都尉京山侯崔元が「郭勛は今なら夏言に讒言される恐れがな と安心して休暇を取っているだけです。が出仕し始めれば郭勛もすぐ 出仕するでしょう」と讒言 、世宗もこれに頷いたことから、言官（諫官）らは世宗が夏言を気かけ郭勛に不満を抱いていると知り、続々と郭勛を弾劾し始めたという（ 『明史』巻一百九十六「列傳第八十四、夏言」 、 廟災、言方以疾在告、乞罷、不允。…〔中略〕…〔帝〕俾還私第治疾、俟後命。會郭勛以言官重劾、亦引疾在告。京山侯崔元新有寵、直内苑、忌勛 帝從容問元、 『言 ・ 皆朕股肱 相妒何也。 』元不對。帝問言歸何時、曰、 『俟聖誕後 始敢請。 』又問勛何疾 曰、 『
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無疾、言歸卽出耳。 』帝頷之。言官知帝眷言惡勛、因共劾勛」 ） 。
＊
70　
時期不明確。郭勛の獄にまつわる事項は『明實錄』 「世宗」巻
二百五十三（嘉靖二十年〔一五四一〕九月）乙未「○翊國公郭勛有罪下詔獄」の項にまとめて記載されており、正確な時期や前後関係が見出し難い。また郭勛の疏弁や罪状の詳細な調査結果などは記載されていない。郭勛の罪状については注
55で言及した范欽
撰『奏進郭勛案狀』 （原名『武定侯郭勛招供 ）と并せて考証する必要があろう。
＊
71　
郭勛の上疏に「何必更勞賜勑」等の不遜な言葉があったという
が、 『明實錄』の ではその時期や詳細が不明瞭である。後に世宗 これらを夏言 謀略とみなして罰しているこ から（嘉靖二十一年六月のこと、注
81参照） 、信憑性に疑問がある。
＊
72　
注
70に同じ。
＊
73　
孫澐は厳嵩の邸宅の代営（家を管理する、或いは宿屋として利
用するの意か）を行っていたという（ 『明史』巻 十「列傳九十八、謝瑜〔王曄・伊敏生・童漢臣等〕 」 、 「 ［嘉靖二 年十一月南京吏科給事中王曄劾］嵩所居第宅、則勛私人代營之。踰月、御史伊敏生・鄭芸・陳策亦云、 居宅乃勛私人孫澐所居。澐籍没、嵩第應在籍中」 ） 。
＊
74　
都察院副都御史胡守中は郭勛と懇意だったようである（注
80参
照） 。保身を図って郭勛の族人郭憲を訴えたか。
＊
75　
郭勛に対する弾劾と罪状は多数あるが、世宗に大獄 詔を決心
させた一番の引き金は給事中高時が指摘した郭勛と張延齢（ 「不
軌」 〔謀反〕の罪で刑部の獄に拘留中）との交流であった（高時による弾劾の要略は注
76参照） 。孝宗の皇后張氏（武宗母）の弟
である昌国公張鶴齢・建昌侯張延齢は、正徳期から恩寵をたよりに高慢専横な振る舞い甚だしく、嘉靖に入ってからも卒去した太監らの荘田や邸宅を安価に購入 （本来は官に没産されるべき）豪奢な庭園を造るなど数々 不法行為を行い、世宗の頭を悩ませていた。そもそも外藩の出自でありながら帝位を継いだ世宗にとって、太后張氏と の一族はただ さえ好ましい存在で なかったと思われ（注
27「大礼の議」参照） 、郭勛も大礼の議の際には
世宗側に加勢して張氏と対立したわけであるが、密かに交誼を持っていたということである（太后張氏の死が嘉靖二十年〔一五四一〕八月八日、高時が郭勛と張延齢の交流を弾劾したのが八月～九月、続い 郭勛 張延齢の交流を弾劾する疏が噴出 ていることから、太后張氏の死 郭勛の大獄にも繋がりがあるのではなかと疑われる） 。そのうえ張鶴齢・張延齢兄弟はこの時す に不軌の罪を問 た重罪人であったから（但し罪の真偽は以下に述べるように必ずしも確かではない） 、それ 通じていたとなれば失脚す には十分すぎる要因であっ 。
　　
　
張鶴齢・張延齢兄弟が「不軌」の烙印を押されるに至った発端
は、 『明實錄』 「世宗」巻一百五十五（嘉靖十二年〔一五三三〕十月）丙子の項の記載に拠る 、正徳中 張延齢 邸 身を寄せていた天文占卜者の曹祖なる者が、同邸で使用人として働 ていた子の曹鼎とその同輩馬景と不和となって を追い出され めに
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怨みを抱き、 「延齡與子鼎及景等陰謀不軌」 （張延齢は〔私の〕子曹鼎、馬景らと共に不軌を陰謀している）と奏上した事件である（但し明・沈徳符撰『萬曆野獲編』巻五「勳戚、曹祖」の記載に拠れば、 祖はもとは太監劉瑾の邸に身を寄せていたが怒りを買って追い出され、子の曹鼎を頼って張鶴齢
00
のもとに身を寄せるも
またもや ために「訴
鶴齡兄弟
0000
陰圖不軌」 〔
鶴齢兄弟
0000
が
不軌を陰謀して ると訴え〕 、張鶴齢兄弟は朝参を禁じられたいう） 。嘉靖十二年（一五三三）に至り 指揮司聡なる者が張延齢に借りた金の返済に窮したことから張延齢 陥れようと謀り、かつて曹祖が訴えた不軌の罪を引いて疏を為した。この疏が世宗の耳に入り、張延齢には死刑 裁決が下され、張鶴齢は爵を奪われ南京錦衣衛指揮同知帯俸に降格 うえ閑住を命じられ （ちなみに刑部尚書聶賢らが不軌の罪を強調して大臣らに及ぶ大獄 請うたがそ は避けられた） 。
　　
　
弟張延齢は刑部の獄に投獄された後、 『明實錄』 「世宗」巻一百
九十二（嘉靖十五年〔一五三六〕十月）戊戌の項の記載に拠ると姉太后張氏が存命中だったこともあってか死刑 処されるこ なく留め置かれ、堤牢主事の計らい よ 手枷足枷が外され使用人の出入りも許さ 時には獄中で酒宴を設けたりもしていたという。しかし嘉靖十五年（一五三六） 、堤牢主事羅虞臣に怨み 持っていた囚人劉東山なる者が「 ［張延齢］逆惡陰謀、賄結邊官、爲外援」 （ 〔張延齢は〕謀反を陰謀しており、賄賂を用 て辺境官と交誼を結び外部からの援助にしようとしている）等と奏上し、
羅虞臣をその徒党として訴えた。また張延齢が獄中で書した「聖學心法」一幅に「君道不明、賞罰六事於其端」 （君主の道に昏し、端緒ばかり見て軍事大臣に賞罰を下している）と題したことが世宗の怒りを買い、 「訕上爲逆」 （君主を譏り反逆を謀っている）として再び死刑が裁決された（その後もやはり刑部の獄中に留め置かれる） 。
　　
　
兄張鶴齢の方は南京錦衣衛指揮同知帯俸に降格されたのち、 『明
實錄』 「世宗」巻二百八〔嘉靖十七年正月〕丙申の項の記載に拠ると、嘉靖十六年（一五三七）冬に班明・于雲鶴なる者が外戚と宦官の変事を誣告した際（詳細不明） 、逮捕されて詔獄の内に
瘐
死したという（ 『明實錄』 「世宗」巻二百六〔嘉靖十六年十一月〕癸卯の項に記載される「先是順天府生員陳珵男・陳大紳・刑部見監犯人劉東山、各奏張鶴齡等奸惡諸事、詞連致仕大學士張孚敬。至是鎭撫司上請應否行提。詔、 『以延齡等事與孚敬無預、勿問』 」という件と関係があるか）
　　
　
但し、嘉靖十二～十六年の経緯について、明・沈徳符撰『萬曆
野獲編』 （中華書局排印本〔元明史料筆記叢刊〕 、 九五九年）巻十八「刑部、 劉東山」は「實錄中 載劉東山始末甚誤」 （ 『明實錄』に記載される劉東山に関する一部始終は甚だ誤っている といい、以下のような経緯を陳述してい 。 「 （京師人劉東山）初以射父論死得出。素爲昌國公張鶴齡 ・ 建昌侯張延齡門客、 託以心腹。…（中略）…世宗入纘、張氏失勢、東山屢挾之、得賂不貲。最後挾奪延齡愛妾不得、卽上變告二張反狀。上震怒、議族張氏、賴永嘉爲首
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揆、與方南海力抗之、得小挺。錦衣帥王佐者、素知東山奸宄、力爲辨析 且發其生平諸罪狀甚悉。上始悟。東山坐論如法、枷示而死。鶴齡奪爵貶南京、尋又逮至、
瘐死詔獄。延齡論斬、長繫獄中」
（都の人劉東山は初め父を射殺した罪で死罪とされるも釈放を得た。昔から昌国公張鶴齢・建昌侯張延齢の食客で、腹心の手下として信任を得ていた。…〔中略〕…世宗が即位してから張氏 権勢が衰えると、劉東山は度々張鶴齢兄弟を脅迫し、得た宝物は計り知れず、ついには張延齢の寵愛する妾を脅し奪おうと が得られなかったため、張鶴齢兄弟が謀反を企んでいると上訴したお上は大いに怒り 張氏一族を皆殺しにしようとしたが、首輔張璁が方献夫と共 力強くこれに反対し おかげで、寛大な処遇を得た。錦衣帥王佐は普段から劉東山の奸詐不法を知っており、 〔張氏のために〕力強く弁明し、その平生の諸々の罪状 甚だ審らかに暴いた。お上はようやく〔真実を〕悟った。劉東山は法に照らして有罪とされ、首枷をしてさら 者にされて死んだ。張鶴齢は爵を奪われ南京へ遷り、ついでまた逮捕されて都へ護送され、詔獄の内に瘐死した。張延齢は斬刑に処すと裁決されたが、長らく獄中に留置された） 。ま 明 ・ 王世貞『弇州史料前集』巻十七「錦衣志」の記載も『萬曆野獲編』に近く、劉東山が「張鶴齢兄弟魔術を用いて皇帝を呪詛して る」と誣告したこと、王佐がそに抗弁したことを陳述している（ 「昭聖皇太后弟昌國公鶴齡・建昌侯延齡、貴盛久、驕恣無狀、吏不能長持明法警之。上以春朝慈慶不爲禮銜、鶴齡等未發、而建昌侯坐故殺、爲御史論抵罪、繫待
決。市人劉東山者、素陰毒利、口逆上意、與其儕僞爲疏草、恫喝鶴齡、得且萬金矣。鶴齡不勝賂拒之、乃誣鶴齡兄弟毒魘呪詛上、盗内藏金寶、通慈慶侍人、至相與爲巫蠱。以急變聞、上大怒、下鶴齡等詔獄置對。東山等因得以株引素所不快人、定國・京山諸公俱坐纍、繫三法司。大臣色奪、不敢訊。 ［王」佐謬爲厚東山者、次第探得其情、論誣妄法反坐。報、可。佐以三木蘘東山等闕門外昂之、不及旬悉死。是舉也、中外以佐安慈慶曲成。上孝稱社稷臣云。而
[ 王
] 佐竟以憂思過度、 得疾死」 〔明萬暦四十二年刻本／ 『四
庫禁燬書叢刊』史部第四十八冊、七〇〇頁下～七〇一頁上、北京出版社、一九九七年〕 ） 。
　　
　
かくて嘉靖二十年（一五四一）には姉太后張氏が逝去し、嘉靖
二十五年（一五四六）に張延齢も西市にて斬首に処された。
＊
76　
刑科都給事中高時は郭勛と確執のあった大学士夏言と親交の厚
い者であった（ 『明史』巻一百九十六「列傳第 十四、 夏言」 「給事中高時者、言所厚也、盡發勛貪縱不法十數事」 ） 。以下に高時による弾劾内容を略述する。①南京・淮安・揚州・臨清（山東） ・徐州・徳州などに私店（私営の酒店か）を置いたり、車船 「翊国公」と記した金牌を懸け関所を騒擾したりと、民の利を害している。②太監蕭敬・魏彬・韋霖・甯瑾・温璽の荘田と邸宅を占領して ③御製の位牌（官署や学校、 寺廟に備え付けられた物）や御製の庵寺を破壊した。④運糧の士卒から銀で船を買い取り、解体して分売した。⑤毎年 班軍 各衛の軍が京営へ赴き操練を行う制度）で礼品を要求したり、兵士に支給される糧食を天引き
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したりして、そのために半分ほどの兵士が軍を離れた。⑥官軍を擅に使役させ、月銭を上納しなければ休暇や帰郷 許さず、営務を妨害した。⑦逆賊張延齢と交流があり、彼の荘店や家事の管理をしている。⑧都の旧令では糧食を貯蓄してはならないが、邸に大量に貯蓄している ⑨漕運参将李節に円炉・方炉各百面を鋳造させ、方士款朝用（段朝用）に金銀を作らせた。⑩都察院巡関御史を罷免させるよう建議 。⑪家人を朶
だがんへんぐん
顔邊郡（東北部の国境
付近）に住まわ 、 塩 ・ 茶を商い 馬 交易している。以上、 『明實錄』 「世宗」巻二百五十三〔嘉靖二十年九月〕乙未 依拠。
＊
77　
郭勛が刻書したという『太和傳』については、 『明實錄』郭勛
の獄の項（ 「世宗」巻二百五十三〔嘉靖二十年九月〕乙未） 「尋有旨諭衞、同念勛曾贊大禮、并刻『太和傳』等勞、令釋刑具、卽問奏處分」 （ついで詔があり、錦衣衛に指示することには 郭勛がかつて大礼の議で〔世宗に〕賛同したこと、 『太和傳』を刻したこと等の功労を鑑みて刑具は赦免し すぐに尋問してその処分を奏上せよ）という記載があるが、詳細は不明である。 『太和傳』に言及するその他文献については拙著 『三國志演義成立史の研究』一一二頁に述べた。
＊
78　
孫綱・銭得洪・馮煥は法司・鎮撫司にて鞫問、呉山・倪文は三
ヶ月停俸とされた。
＊
79　
給事中劉大直は四月にも戚賢らと共に郭勛を弾劾し、世宗の不
興を買って半年の俸禄停止となっている。九月に再び郭勛の罪十二条を弾劾したわけであるが、その大半は私怨 よる言い掛かり
のようにも思われる。以下に要略記載。①鎮守太監の制度の復活を請うた。②勲臣と徒党を組んで首領となった。③「折俸」 （外国からの貢物を給料の一部として官吏に支給する制度）を採用したが失敗した。④将官にみな胥吏を用いた。⑤外衛のために軍糧を求める上疏をした。⑥ひそかに侍衛の将軍に妻を娶らせ 。⑦漕運の士卒に物品 掠め取らせた。⑧辺境軍の樁朋銀（軍馬を購入するために官軍に募金を強制する制度） を免除するよう請う⑨擅に軍政の官員を替えさせた。⑩辺境 監督官 罷免するよう建議した。⑪先祖を妄り 配享させ ⑫武 を
駕かご
籠
に乗せた。
また大勢の官軍を死に追いやった。以上、 『明實錄』 「世宗」巻二百五十三〔嘉靖二十年九月〕乙未に依拠。
＊
80　
南京戸科給事中王曄は二度にわたり劾奏を上表した。第一の疏
では「瓚則互分賄賂、共冠 資、相蒙以私大蠹兵政 嵩則以勛之私人代營第宅、 致騰論列。守中則日造勛第、 從妻赴飮」 （張瓉は 〔郭勛と〕賄賂を分け合い、共に軍資を掌握し、互いに守り合って兵政を食い荒らしました。厳嵩は郭勛の縁故者 邸宅 代営 ていたことで糾弾されております。胡守中は日ごと妻を従えて郭勛の邸へ酒を呑みに赴いておりました） 、第二の疏では「 掩罪賣直」 （郭勛はわざと く公正忠直の体を顕示して名声 獲得しておりました）と非難した（ 『明實錄』 「世宗」巻二百五十五〔嘉靖二十年十一月〕癸卯の項に拠る） 。
＊
81　
世宗が郭勛を投獄した後になって言官（諫官）による郭勛の弾
劾は実は夏言の指示だったので な かと疑念を抱いたことは
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『明史』巻一百九十六「列傳第八十四、夏言」に「慈慶・慈寧兩宮宴駕、勛嘗請改其一居太子。言不可、合帝意。至是帝猝問太子當何居、言忘前語、念興作費煩、對加勛指。帝不悦 又疑言官劾勛出言意」 （かつて慈慶宮・慈寧宮に住む皇貴妃が亡くなった時、郭勛がその一つの住まいを太子の住居に改めるよう請うたが、夏言が反対し、帝の意見と一致した。この頃〔郭勛の投獄後〕帝ふと「太子はどこに住むべきか」と尋ねたところ、夏言は以前の言葉を忘れており、新たに起工する費用の節約を考慮して、答えた内容は郭勛の案と同様であった。帝は機嫌をそこね、また 官が郭勛を弾劾した は夏言の指示ではないかと疑った）とある
　　
　
さらに厳嵩が「夏言に虐げられている」と涙を流して訴えたこ
とを受けて、世宗はいよいよ夏言の罪を問い 「郭勛 陥れは夏言の謀りである」と責め （ 『明史』巻一百九十六「列傳第八十四、夏言」 、 「 ［嘉靖二十一年］六月、嵩燕見、頓首雨泣、愬言見凌狀。帝使悉陳言罪、嵩因振暴其短。帝大怒 手敕禮部 歷數言罪、且曰、 「郭勛已下獄、猶千羅百織。言官爲朝廷耳目 專聽言主使。…〔後略〕 」 〔嘉靖二十一年六月、厳嵩は帝に召されて謁見すると、頓首して雨の如く涙を流し、夏言に虐げられている状況を訴えた。帝は夏言の罪を悉 述べさせ 厳嵩は夏言のあらを暴露した。帝は大いに怒り 礼部に手敕 出 の数々罪を並べ立てて言っ 、 「郭勛が獄に落とされた件について やはり様々な謀りがあった。 官は朝廷の耳目でありながら專ら夏言の指示に聞き従った。…」 〕 ） 。 『明實錄』では「 」巻 百六
十三（嘉靖二十一年〔一五四二〕六月）辛巳に記載がある。
＊
82　
刑部尚書呉山は嘉靖二十年、十三道御史周亮らより郭勛の獄に
関する職務を怠っているとして弾劾された人物である。
＊
83　
 『明實錄』 「世宗」巻二百六十七（嘉靖二十一年〔一五四二〕
十月）丁亥、 「且郭勛旣問、謂略其不軌之謀。不軌罪名、古今無可略之理。旣曰不軌、却又擬案不合、令死于獄中、是何律法。 」文意がとりにくいが、世宗は劉三畏らが郭勛の罪案に不軌の を記載しなかったのはそれが捏造であ たため みなしたようである。
＊
84　「壬寅宮変」とは嘉靖壬寅（二十一年、 一五四二）十月丁酉（二十一日）の夜、 世宗 寵妃曹端妃の部屋で熟睡し た ころを、宮婢楊金英らが絞殺しよう して失敗し 首謀者とされる王寧嬪、計画に与していたとされる曹端妃、連座した宮女達が市曹で磔の刑となった事件であ （ 『明實錄』 「世宗」巻二百六十七〔嘉靖二十一年十月〕丁酉） 。事件の真相は明らか なっておらず、 『明史』巻一百十四「列傳第二、后妃二、世宗孝烈方皇后」には「然妃實不知也。久之帝始知其冤」 （しかし［曹端］妃は実は知らなかったのである しいのち帝はそれが冤罪であったことを知った）とあり、明・沈徳符撰『萬曆野獲編』 （中華書局排印本〔元明史料筆記叢刊〕 、一九五九 ）巻十八「刑部、宮婢肆逆」には「故老相傳、曹妃爲上所嬖、孝烈妒而竄入之、實不與逆謀。然而宮禁事秘、莫能明也」 （長老が伝えるところで 曹妃がお上に寵愛されていたため 孝烈皇后方氏が妬んで密かに宮女らを引導した
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のであり、 〔曹妃は〕実は弑逆の謀りに加わっていなかったのだという。しかし宮中の禁令で事実は隠されており、明らかにすることはできない）とある。ちなみにこの時捜査・鞫問を行ったのは太監張佐と高忠である。
郭守乾注
 年表は『明實錄』を基礎史料として作成した。
＊１
　【郭守乾墓誌】に拠る。
＊２
　
郭守乾が譚氏を娶った時期は【郭守乾夫人譚氏墓誌】に「爲擇
對、得今武定侯郭君守乾、閥閲相敵、乃受六禮之聘歸焉。初入門、君尚居勳衞、未承爵。盖自乃翁蒼嵓公謝世、業漸中微」 （ 〔譚氏父母は娘の〕ために配偶者を選ぶにあたり、今の武定侯郭守乾の君を得た。勲戚の一門である点でふさわしく、六礼 聘〔妻を娶る作法〕を受けて嫁がせた。郭氏に嫁した時には 郭守乾の君はまだ勲衛の官にあり、 〔武定侯を〕襲爵していなかった 舅の蒼嵓公〔蒼嵓は郭勛の号〕が逝去してから家運 道半ば して衰えた）とあることから、郭勛の投獄以前のことかと推定される。譚氏が長男郭大誠と長女 出産したことは【郭守乾墓誌】に記載がある（時期は不明） 。
＊３
　
郭守乾は武定侯襲爵を願い出たとき錦衣衛親軍指揮使であった
（ 『明實錄』 「世宗」巻三百五十八〔嘉靖二十九年三月〕壬辰、 「錦衣衞親軍指揮使郭守乾…〔中略〕…以祖功陳乞襲爵」 ） 。
＊４
　
譚氏の没年月日は【郭守乾夫人譚氏墓誌】に拠る。継室黄氏、
側室とその子らについては【郭守乾墓誌】に拠る。
＊５
　【郭守乾墓誌】に拠る。
＊６
　【郭守乾墓誌】に拠る。
＊７
　
郭守乾の長子郭大誠が武定侯を襲爵した時期は 『明實錄』 「世宗」
巻五百四十四（嘉靖四十四年〔一五六五〕三月）に「○庚戌、命故武定侯郭守乾子大誠襲祖爵」とある。郭大誠の妻が宣城伯衛守正の娘であることは【郭守乾墓誌】に拠 事蹟は『明實錄』に他八十五件見られるが、文学との関わりが見られないため本年譜では割愛す 。ちなみにその息子の郭応麒は万暦四十五年（一六一七）二月に武定侯を襲爵する（ 『明實錄』 「神宗」巻百五十四〔万暦四十五年二月〕壬子、 「准武定侯郭應麒襲祖爵」 ） 。
＊８
　『明史』巻一百五「表第六、功臣世表一、武定侯」に拠る。
　
本論文は平成二十八年度科学研究費助成事業・特別研究員奨励費・
課題番号二六・一九八四「明代白話小説『三国志演義』成立過程と変容、及びその社会背景に関わる考察」の成果の一部である。
（二〇一六年十月三日受理）

（いのくち
　
ちゆき
　
日本学術振興会特別研究員・本学非常勤講師）
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